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新年のあし、さつ②～③　平成5年市長の目から見た白石市の10大ニュース④～⑤

川井市長の新春対談⑥～⑨　白石城上棟祭ダイジェスト⑩～0

まちかど・ズームINムほか⑫～⑳　ぼしゅう・おしらせ②～⑳

隣近所を大事に活動
　「こんにちは、寒くなりましたね。お弁当をどうぞ司独り暮らしのお年寄

りを一軒一軒訪問する姿があります。大鷹沢ボランティア友の会（佐藤よし

子会長、会員26名）の皆さんです。

　友の会は、福祉のまちづくり事業をきっかけに、平成2年に結成されまし

た。吹上荘や不忘園で介護のボランティアをしたり、地区のお年寄りを慰問

したりと、自分たちでボランティアとは何か、を問いかけながら活動してい

ます。活動の一年の締めくくりが、ふれあい弁当の配付です。今日は朝早く

から公民館に集まって、煮付けやあえ物、舞茸ごはんなどを作り弁当に詰め

ました。

　「特別のことをしているとは思いません。避けては通れない問題ですから

隣近所を大事にしながら活動を続けていきたいですね。ミ誠意を大切にミが信

条です司と、師走の寒さも忘れる皆さんのあたたかさカ㍉云わります。

　
　
§
＼

　
　
》
へ
、

劇
ζ

　
　
　
　
　
』
齢

『
セ
、

幽

鷲錫

　
　
｝
唇

　　’…、

4

夢

』

、だ
、

気
≧

姦
ダ

．グー

F㎡7
斜

　夢職
　一L　』り

》
遺

　姦

、
　、

’
、



繕
選

愈

白
石
型
福
祉

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

翻嘱、△

市長

川井貞一

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
お
め
で
と
う
こ
さ
い
ま
す

　
昨
年
は
長
引
く
不
況
に
加
え
、
夏
期

の
異
党
気
象
の
影
響
で
、
米
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
が
大
凶
作
と
な
り
、
誠

に
厳
し
い
試
練
の
年
で
あ
り
ま
し
た
．
．

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
家
の
方

々
の
生
活
安
定
の
た
め
、
可
能
な
限
り

の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど

う
か
皆
様
方
に
は
、
こ
の
苦
難
を
乗
り

切
る
た
め
、
一
層
の
ご
努
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
市
は
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に

密
接
に
関
係
す
る
福
祉
事
業
を
展
開
す

る
二
方
面
戦
略
が
、
第
三
次
白
石
市
総

合
計
画
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
）
に
掲
げ

る
「
く
ら
し
日
本
一
」
を
実
現
す
る
最

善
の
道
と
考
え
、
全
力
で
そ
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
二
方
面
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
白

石
型
福
祉
事
業
の
道
筋
づ
く
り
の
た
め
、

医
師
会
を
は
じ
め
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
各
関
係
団
体
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
市
民
の
だ
れ
も
が
安
心
し
て

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
「
白

石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

高
齢
者
を
社
会
か
ら
切
り
離
す
収
容
ケ

ア
で
は
な
く
、
家
族
の
温
か
さ
に
包
ま

れ
た
家
庭
で
の
在
宅
ケ
ア
に
重
点
を
置

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
市
は
ま
ず
、
昨
年
十
月
か
ら
在
宅
の

ね
た
き
り
老
入
を
も
つ
家
庭
に
、
県
内

最
高
額
の
年
額
十
二
万
円
の
介
護
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
在
宅
福
祉
の
中
枢
機
能
を
果
た

す
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

六
年
度
中
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
平

成
七
～
八
年
度
で
建
設
す
る
予
定
で
す
。

こ
こ
に
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必

要
の
あ
る
お
年
寄
り
、
障
害
者
、
児
童

な
ど
を
登
録
し
、
一
方
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者
や
施
設
の
利
用
情
報
な
ど

を
登
録
し
、
重
複
や
不
公
平
の
な
い
き

め
細
か
な
サ
ー
ピ
ス
を
在
宅
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
全
国
初
の
、
手
本

の
な
い
道
筋
を
求
め
る
作
業
に
な
る
は

ず
で
す
。

　
二
方
面
戦
略
の
第
二
点
は
、
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
市
政
施

行
四
十
周
年
記
念
の
大
事
業
で
あ
る
白

石
城
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
ま

で
に
は
三
階
櫓
（
天
守
閣
）
を
完
成
さ

せ
、
続
い
て
大
手
一
ノ
門
、
ニ
ノ
門
の

工
事
を
完
了
し
ま
す
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
国
道
二
三
号
沿

い
の
用
地
を
取
得
し
、
駐
車
場
と
し
て

整
備
す
る
ほ
か
、
土
産
店
を
開
い
て
、

白
石
城
、
武
家
屋
敷
の
周
遊
ル
ー
ト
の

拠
点
と
し
ま
す
。

　
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
の
対

岸
に
整
備
す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
は
、

五
年
度
中
に
用
地
買
収
を
ほ
ぼ
完
了
す

る
こ
と
か
ら
、
六
年
度
は
敷
地
造
成
と

花
木
園
の
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
の
建
設

に
つ
い
て
も
、
で
き
れ
ば
六
年
度
中
に

三
万
㎡
の
用
地
取
得
、
実
施
設
計
を
終

え
七
年
度
か
ら
工
事
に
か
か
り
、
国
立

南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
に
内
定
し
た
平

成
九
年
全
国
植
樹
祭
ま
で
に
は
完
成
さ

せ
る
考
え
で
す
。

　
さ
ら
に
斎
川
の
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

第
一
一
小
学
校
の
校
舎
改
築
が
ワ
ー
ク
シ

ョ
ソ
プ
で
出
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の

夢
を
生
か
し
た
実
施
設
計
を
終
え
ま
し

た
の
で
、
六
年
度
か
ら
改
築
工
事
に
取

り
か
か
り
ま
す
。

　
白
川
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
は
、

六
年
度
実
施
設
計
を
行
い
、
七
年
度
の

工
事
着
工
を
考
え
て
お
り
ま
す
．

　
施
設
の
老
朽
化
と
交
通
安
全
対
策
面

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
北
保
育
園

の
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
、
五
年
度
中

に
福
岡
長
袋
岩
崎
地
内
の
用
地
取
得
、

実
施
設
計
を
終
え
、
六
年
度
中
に
は
工

事
を
完
了
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ぽ
か
国
際
化
が
進
む
な
か
で
、

外
国
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
国

際
交
流
基
金
の
活
用
に
よ
る
青
少
年
の

交
換
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
主
導

の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
、
白
石
市
が
計
画

し
て
い
る
以
上
の
よ
う
な
事
業
が
、
根

底
か
ら
水
泡
に
帰
す
ぽ
ど
の
大
問
題
が

起
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
小
原
の
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
計
画
に
四
万
二
千
の
市
民
す

べ
て
が
絶
対
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
意

を
強
く
し
、
白
石
の
豊
か
な
水
と
自
然

を
守
る
た
め
、
業
者
が
計
画
撤
回
を
す

る
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え

断
固
戦
い
抜
く
決
意
で
す
。

　
最
後
に
、
本
年
は
市
政
施
行
四
十
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
ま
す
。
．
一
十
一
世
紀
に
向
け
て
悔

い
の
な
い
活
力
に
満
ち
た
自
石
市
建
設

の
た
め
に
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
む

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
は
、
政
治
・
経
済
と
も
に
揺
れ

動
い
た
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
連
立
与
党
が
誕
生
し
、
政

治
改
革
と
コ
メ
問
題
、
消
費
税
引
き
上

げ
等
で
揺
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
で
宮
城
県
知

事
、
仙
台
市
長
が
逮
捕
さ
れ
、
県
民
に

大
き
な
不
安
と
動
揺
を
与
え
、
信
頼
を

失
墜
さ
せ
、
出
直
し
の
選
挙
が
繰
り
返

さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
異
常
気
象
に
よ
り
基
幹
作
物

で
も
あ
る
水
稲
が
、
戦
後
最
大
の
凶
作

と
な
り
、
農
家
経
済
は
も
と
よ
り
、
景

気
低
迷
が
続
い
て
い
る
中
小
商
工
業
の

経
済
ま
で
も
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
市

民
生
活
全
般
に
及
ぼ
す
影
響
が
あ
ま
り

に
も
甚
大
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
市
は
特

に
、
教
育
・
経
済
全
般
・
土
木
・
福
祉

等
の
重
要
施
設
工
事
を
含
め
た
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

雄多喜
長
橋

議
絵
高

濡
　
今
や
国
際
化
が
進
展
し
、

文
化
生
活
や
真
に
豊
か
さ
の
実
感
で
き

る
世
界
に
、
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
市
も
こ
れ
か
ら
は
、
中
・
高
校
生

や
民
間
人
を
主
体
と
し
た
、
友
好
国
際

親
善
交
流
か
ら
一
歩
進
ん
だ
国
際
姉
妹

都
市
実
現
の
可
能
性
も
、
ほ
ど
遠
か
ら

ぬ
こ
と
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
ま
ず
、
昨
年
を
大
き
く
挽
回

す
る
好
天
に
恵
ま
れ
、
特
に
水
稲
の
大

豊
作
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
、
コ
メ
市
場
開
放
は
絶
対
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
市
当
局
、

市
議
会
一
体
と
な
っ
て
、
市
政
の
重
要

課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市

議
会
と
し
て
も
、
議
会
の
果
た
す
役
割

を
十
分
認
識
し
、
市
政
の
進
展
と
皆
様

方
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
最
善
の

努
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
白
石
市

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市

民
待
望
の
白
石
城
三
階
櫓

の
落
成
と
、
市
制
施
行
四

十
周
年
記
念
事
業
が
、
こ

の
秋
に
同
時
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、

誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。
市
政
に
と
っ
て

も
大
き
な
成
果
で
あ
る
と

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
香
り
高
い
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江戸の姿をそのままに
　　　　　武家屋敷を復元
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　4月27日、片倉家中武家屋敷「旧小関家」の修復
落成式がおこなわれました。解体したときにr享保

15年」の墨書きされた梁材が発見され、約260年前

の貴重な建物であることが明らかになりました。

　オープン以来8か月で1万2千人が見学に訪れ、

11月3日を中心にこの武家屋敷を主会場として、第

1回白石市生涯学習フェスティバルを開き、昔話や

邦楽ミニコンサートなど、城下町の風情を楽しむ市

民でにぎわいました。

⑨
2　登別市姉妹都市締結10周年迎える

明治3年に片倉家中が北海道登別市に開拓の鍬を

入れた歴史的つながりをきっかけに、昭和58年に登

別市と姉妹都市を締結して今年で10周年を迎えまし

た。

　これを記念して両市でそれぞれ祝賀会を開き、今

後ますます交流を重ねて友好関係を深めることを誓

い合いました。

日■■騒　　　　　　　一一一一　　　　　　　 一一
　　　　　　　　　　　　が

　　　　　　　　　義ド

　　　　　　　　　義　　静　’1亡一一

⑥
。　児童の提案を学校づくりに生かす
●

第二小学校ワークショップ、デザィンフォーラム

　5月23日、　「さよなら学校、こんにちは学校」と

題したワークショップが第二小学校で開かれ、1，401

人の児童、保護者が、改築される第二小学校に対す

　るユニークな提案を出し合いました。

　このワークショップでの提案を盛り込んだ新校舎

の模型などを11月14日、市民会館で一般公開し、併

せてデザインフォーラムを開催。児童の夢が生かさ

れた第二小学校は、平成7年度に完成します。

　　　　　　’　門篠，，、簾』暴『
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一⑦
●　スパッシュランドパークが着工
o

⑩
2　市民がスポーツの分野で大活躍

　　塵験懸．繋・頃・醜¶、、・，肱

　　1“　耀　醐態N轟
籾㎞鷲一　．、獲、．』、響
盤繭．騨、、［：．霊潔

　オープン後1周年で利用者が20万人を突破したス

パッシュランドしろいしの対岸約5haに、花木のあ

ふれる魅力あるテーマパークを整備しようとする「ス

、パソシュランドバーク事業」が着工し、5年後の完

成を目指して動きだしました。

　今年3月の研修棟完成で、より充実するスパノシ

ュランドしろいしや、材木岩、七ケ宿ダムが周遊ル

ートとして定着しており、南蔵王山麓の魅力がます

ますアノプしそうです。

去年は市内の小学校から成人ま

での幅広い年代の市民がスポーツ

の分野で大活躍しました。厳しい

練習に耐えて活躍した選手の皆さ

んに心から拍手を贈ります。

・川村　好治さん：東北マスター

　ズ陸上競技選手権大会45歳以上

の部走り幅跳び第1位（日本新）

・十二村　実さん：93年世界クレ

　ー射撃選手権大会、ワールドカ

ップイタリア大会出場

・高村　さち子さん：全国高校定

時制通信制剣道大会女子個人の

部優勝（2年連続3回目）

・白石工業高校ラグビー部：県高

校総合体育大会優勝

・白石第二小学校：県学童水泳競

技大会女子200mリレー！位（大

会新）
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③
。　全国植樹祭白石市会場に内定
o

平成9年5月に開催される第48回全国植樹祭の会

場に、国立南蔵王青少年野営場が内定しました。県

内開催は昭和3Q年の第6回以来、42年ぶ酢）です。

　植樹祭には例年、天皇皇后両陛下が参列されるた

め、雨天の対応として新幹線駅付近に平成8年度完

成予定の（仮称）ホワイトメッセを使用します。

④
。　在宅介護手当額が県内トップ
●

　　　　　　、
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盤ド’粘
　今年度は白石市高齢者保健福祉計画（ゴールドプラ

ン）策定の年で、3月末をめどに検討しているとこ

ろです。

　在宅福祉のケアが重点となるこの計画に先がけて、

昨年10月から在宅ねたきり老人等への介護手当が支

給されています。ねたきり老人等一人にっき月額1

万円で、年額12万円は宮城県内で最高額です。

◎
●　　白石城上棟祭に大勢の市民訪れる
0
　　11月21日、白石城上棟祭を開催し、併せて記念イ

　ベントとして相馬野馬追神旗争奪戦、上杉鉄砲隊火

　縄筒を披露、市内外から3，000人が訪れました。

　　また、市民の支援も活発で、瓦一枚運動と白石城

　復元基金に約12000人、1億4，960万円の浄財が寄せ

　られ、自石市のほぼ全世帯が復元事業に寄付されて

　いる計算になります。
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・　上戸沢地区産業廃棄物最終処分

●場建設計画に93％の市民が絶対反対

　沢地旦産葉腐｛駒鷺評斑分逼
蜘醐糊融蝋吏ぴに繍織盛

　　　　　　　　幽1き
　　鱒1－1…！『』醐瞬　嚢

　昨年2月初めに上戸沢地区に大阪の業者が、産業

廃棄物最終処分場を建設する計画が明らかになり、

これに対して市民が猛反対、全有権者の約93％にあ

たる29，701八が反対署名をしました。

　これを受けて7月9日、建設反対期成同盟会が設

立され、事態を重く見た県議会は白石市から出され

ていた建設反対の請願書を全会一致で採択しました。

　しかし業者は計画撤回を表明しておらず、今後も

官民一体となって粘を）強く反対していきます。

②
●
。
　明治38年以来の大凶作。被害額は

　20億円にのぼる
東北を襲った冷夏は、

害額は20億円にのぼり、　　　。、。　さ　シ

農家は大変な痛手を受け　　．　一　瀬～

ています。　　　　　　　態＿＿　　　ぐ

　これに対して市は、低利融資のため5億円を農協

に預託するほか、被災農家の飯米や種籾確保などの

ための緊急支援対策を実施していきます。

　今年こそ豊作に沸き、農家のみなさんの笑顔が戻

る日を祈らずにはいられません。



川井市長の新春対談

睦男氏㈱仙台銀行取締役頭取日下

素材を

く使って努力噴
つ

白石の商業一

厳しい時代を生き抜くために今、何をすべぎか

略歴

昭和6年4月26日　白石市生まれ。
昭和30年　東北学院大学文経学部経済学科卒業後、

　　　　　㈱振興相互銀行入行。

平成元年　㈱仙台銀行取締役推進部長。

　　　　　常務取締役、専務取締役、副頭取を経て

平成5年5月より現職。

白
石
の
第
一
印
象
は

商
店
街
が
さ
び
し
い

川
井
…
ま
ず
最
初
に
、
約
三
十
年
も
白

石
を
離
れ
ら
れ
て
、
仙
台
と
い
う
場
所

か
ら
見
た
白
石
の
印
象
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

日
下
…
行
っ
て
み
て
の
第
一
印
象
は
さ

び
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
目
に
見

え
る
現
象
と
し
て
何
か
と
い
う
と
、
商

店
街
が
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
歯
が
抜
け
た

よ
う
に
戸
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

さ
び
し
い
。
こ
の
頃
強
烈
に
感
じ
ま
す
。

川
井
…
実
は
行
政
と
し
て
の
最
大
の
悩

み
は
、
商
店
街
の
地
盤
沈
下
な
ん
で
す
。

具
体
的
に
生
産
額
と
か
見
ま
し
て
も
、

工
業
は
一
千
億
を
越
し
た
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
商
業
は
わ
ず

か
四
百
億
台
で
す
か
ら
ね
。
十
年
ぐ
ら

い
ち
っ
と
も
変
わ
ら
な
い
。
お
ま
け
に

郊
外
に
大
型
店
が
出
店
し
て
、
ま
す
ま

す
地
盤
沈
下
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
商

業
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
は
市
の
顔

で
す
か
ら
ね
。
顔
が
駄
目
だ
と
全
部
駄

目
な
ん
で
す
よ
。

日
下
…
大
型
店
が
郊
外
に
出
て
く
る
と

い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
需
要
が
あ
る
と

思
っ
て
出
て
き
て
る
ん
で
す
よ
。
む
し

ろ
町
の
活
性
化
に
な
る
と
思
う
ん
で
す

が
ね
。
そ
れ
が
活
性
化
に
な
ら
な
い
で

地
盤
沈
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
白
石
と
い
う
の
は
交
通
的
に
見
て
、

仙
台
、
福
島
の
中
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
。

ど
っ
ち
み
ち
高
い
も
の
を
買
う
な
ら
、

品
揃
い
の
あ
る
仙
台
な
り
福
島
に
行
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
中
途
半
端
と
い
う
か

日下頭取とは小学校からの幼なじみ
rむっちゃん」と言った方がしっくりします。

中
問
に
あ
る
都
市
な
ん
で
す
ね
。
し
か

し
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の

を
当
然
求
め
る
わ
け
な
ん
で
、
そ
の
辺

に
十
分
活
路
が
見
い
だ
せ
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
二
ー
ズ
が
ど
こ
に

あ
る
か
を
つ
か
め

川
井
…
そ
こ
で
伺
い
た
い
ん
で
す
が
、

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
利
用
者
の
実
に
七

十
パ
ー
セ
ン
ト
は
仙
台
圏
な
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
自
石
の
商
業
を
対
象
と

し
た
場
合
、
百
万
都
市
仙
台
と
い
う
も

の
を
ど
う
い
う
目
で
見
る
か
と
い
う
の

が
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
が
。

日
下
…
仙
台
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
っ
て

か
な
い
っ
こ
な
い
ん
で
す
よ
。
絶
対
に

か
な
い
っ
こ
な
い
。
仙
台
と
い
う
の
は

見
方
に
よ
っ
て
は
、
大
変
な
財
産
で
す
。

　
い
か
に
仙
台
か
ら
客
を
自
石
ま
で
引

っ
張
っ
て
く
る
か
。
最
新
フ
ァ
ソ
シ
ョ

ン
を
並
べ
た
っ
て
話
に
な
り
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
よ
り
は
泥
の
つ
い
た
ウ
ド
と
か
の

方
が
よ
っ
ぽ
ど
喜
ば
れ
る
。

　
一
つ
の
例
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
が
な
ぜ
あ
ん
な
に
伸
び
た

の
か
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
お
に
ザ
ご
り
、

弁
当
が
も
の
す
ご
く
売
れ
る
。
そ
れ
は
、

朝
昼
晩
、
一
日
三
回
の
配
送
で
全
部
メ

ニ
ュ
ー
を
変
え
て
く
る
ん
で
す
。
夜
七

時
に
明
日
は
雨
が
降
る
の
か
、
天
気
か
、

し
か
も
明
日
は
運
動
会
が
あ
る
の
か
、

子
ど
も
た
ち
の
遠
足
が
あ
る
の
か
、
そ

れ
に
よ
っ
て
雨
降
り
だ
っ
た
ら
弁
当
を

ガ
ク
ン
と
少
な
く
す
る
。
そ
れ
か
ら
運

　」2．
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国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
に
出
店
し
た
大
型
店

動
会
が
あ
る
と
な
っ
た
ら
、
そ
れ
に
合

う
よ
う
た
も
の
を
ド
ー
ン
と
出
す
。
そ

う
い
う
よ
う
に
、
地
域
の
二
ー
ズ
に
あ

っ
た
も
の
を
常
に
考
え
、
即
行
動
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

　
つ
ま
り
今
は
「
売
り
手
市
場
」
か
ら

「
買
い
手
市
場
」
に
変
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
二
ー
ズ
と
い
う
の
は
常
に

潜
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
商
品
を

出
す
こ
と
で
、
顕
在
化
さ
せ
る
の
が
「
買

い
手
市
場
」
な
の
で
す
。
こ
の
時
代
の

最
大
の
テ
ー
マ
は
、
客
が
望
ん
で
い
る

商
品
を
店
頭
に
並
べ
る
こ
と
で
す
。

　
そ
う
い
っ
・
た
潜
在
的
な
客
を
開
発
し

て
い
く
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
客
の
二
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
常
に
客
の
二
ー
ズ
は
こ
こ
に

あ
る
に
違
い
な
い
と
、
ま
ず
仮
説
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
実
行
し
て
検
討
し
計
画

を
立
て
る
こ
と
、
つ
ま
り
ド
ゥ
ー
．
シ

ー
・
プ
ラ
ン
が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
哲

学
な
の
で
す
。

川
井
…
そ
う
い
え
ば
で
す
ね
、
私
は
女

房
が
い
な
か
っ
た
ら
飯
も
食
え
な
い
と

騒
ぎ
ま
す
が
、
う
ち
の
息
子
は
び
く
と

も
し
な
い
ん
で
す
ね
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
で
自
分
の
好
き
な
も
の
を
買
っ
て
き

て
食
べ
る
。
つ
ま
り
二
ー
ズ
に
合
う
も

の
が
常
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
あ
る

素
材
を
使
っ
て
努
力
を

日
下
…
そ
う
い
う
こ
と
を
商
店
の
人
達

が
や
っ
て
い
る
の
か
。
や
っ
て
い
な
い

か
ら
セ
ブ
ン
イ
レ
フ
ン
に
負
け
る
ん
で

す
よ
。

　
そ
の
辺
ま
で
苦
労
し
て
い
る
の
か
、

工
夫
・
努
力
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
の
努
力
な
し
に
う
ち
の

店
は
売
れ
な
い
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
競
争
に
は
勝
っ
て
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

川
井
…
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
あ
ち
こ
ち

に
出
て
い
る
な
と
い
う
こ
と
し
か
分
か

ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
徹
底

し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

日
下
…
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
経
常
利
益

は
今
年
八
月
期
の
中
間
決
算
で
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
を
抜
き
業
界
第
一
位
で
す
。

ダ
イ
エ
ー
だ
っ
て
負
け
て
い
る
わ
け
で

す
。
大
き
な
ス
ー
パ
ー
で
す
ら
今
や
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
か
な
わ
な
い
。
ダ
イ

エ
ー
の
純
利
益
よ
り
も
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
の
ほ
う
が
多
い
。

川
井
…
そ
う
で
す
か
、
驚
き
ま
し
た
ね
。

日
下
…
マ
ー
ケ
ノ
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
に

は
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
熊
と
か
猿

と
か
し
か
い
な
い
所
に
出
し
ま
せ
ん
か

ら
ね
。
　
（
笑
い
）

　
で
す
か
ら
白
石
は
ま
だ
ま
だ
そ
う
い

う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

　
白
石
の
商
店
だ
っ
て
、
白
石
の
素
材

を
う
ま
く
使
っ
て
客
の
二
ー
ズ
を
発
見

し
、
実
行
し
て
検
討
し
計
画
を
立
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
の
よ
う
に
二
i
ズ
に
あ
っ
た
商
法

を
展
開
す
れ
ば
、
目
の
前
に
百
万
都
市

仙
台
と
い
う
大
お
得
意
さ
ん
が
い
る
わ

け
で
す
か
ら
ね
。
人
は
必
ず
来
ま
す
よ
。

騰



エ
キ
パ
ル
ロ
ー
ド

駅
前
再
開
発
の
芽
ば
え

川
井
…
こ
れ
は
商
業
が
本
来
持
っ
て
い

る
宿
命
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
商
業
は
店

を
構
え
て
そ
こ
に
お
客
さ
ん
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
ど
う
し

て
も
人
口
が
多
い
場
所
、
た
と
え
ば
仙

台
と
い
っ
た
よ
う
な
大
都
市
に
擦
り
寄

っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
い
う
大

前
提
は
一
応
頭
に
置
か
な
く
ち
ゃ
な
ら

な
い
。
し
か
し
ソ
フ
ト
の
展
開
に
よ
っ

て
は
、
あ
る
程
度
以
上
は
客
を
呼
び
寄

せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。

　
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、
白
石
の
商
店
が

や
ろ
う
と
い
う
気
が
お
き
な
い
理
由
の

一
つ
は
、
後
継
者
が
い
な
い
ん
で
す
よ
。

そ
う
す
る
と
自
分
の
跡
継
ぎ
が
い
な
い

の
に
、
膨
大
な
金
を
借
り
て
設
備
投
資

す
る
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
で

す
か
ら
非
常
に
難
し
い
問
題
で
は
あ
る

ん
で
す
が
ね
。

　
た
だ
最
近
、
明
る
い
傾
向
が
少
し
出

て
き
た
。
エ
キ
パ
ル
ロ
ー
ド
、
つ
ま
り

駅
前
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
芽
生
え
て
き
た
ん
で
す
よ
。
ま
だ
ま

だ
計
画
の
段
階
で
す
か
ら
問
題
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
た
だ
既
に
ア
ー
ケ
ー
ド

が
老
朽
化
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
そ

れ
を
取
っ
払
お
う
と
い
う
所
か
ら
始
ま

っ
て
き
た
発
想
な
ん
で
す
。

　
た
と
え
ば
駅
前
を
一
時
的
に
車
を
止

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
。
少
な
く

て
も
県
の
土
木
部
に
つ
い
て
は
、
賛
成

じ
ゃ
な
い
け
ど
活
性
化
の
た
め
な
ら
止

む
を
得
な
い
と
、
非
常
に
前
向
き
な
態

度
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
下
…
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
商
工

会
議
所
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

や
っ
て
い
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
思

う
ん
で
す
。

川
井
…
で
す
か
ら
こ
の
計
画
に
も
市
は

応
援
し
ま
す
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

た
だ
私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば

二
億
か
か
る
と
し
ま
す
ね
。
そ
れ
に
対

し
て
五
千
万
な
ら
五
千
万
を
補
助
を
す

る
と
し
ま
す
。
し
か
し
あ
な
た
た
ち
ね
、

こ
れ
を
市
か
ら
五
千
万
も
ら
う
か
ら
一

億
五
千
万
さ
え
出
せ
ば
い
い
と
い
う
貧

弱
な
発
想
だ
と
一
銭
も
出
せ
な
い
と
。

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
二
億
出
す
も
の
は

出
す
と
。
そ
れ
に
市
か
ら
も
ら
っ
た
五

千
万
で
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
の
高
い
も
の

四醒四置躍醒
工キパルロード

’一『～＿
義耳一・一　　　　　 5

一
ノ◎◆＿

　　　　一・轟　　　＿

一
辱
男

　
　
噂
－
噺
ぎ

釜
　
プ
蹄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
畑

　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
マ
ド
　
コ
ら

麟繕．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
謝
野

　
　
　
　
　
・
鍵

　白石中央通り商店街振興組合は、　ム

一などを設置し、各店の剛面を統

一するなどの計画案がでている。計画では、平成6年6
月にアーケードを撤去、8月の着工を目指している。

を
作
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
大
賛
成

だ
と
。

日
下
…
何
を
や
る
に
し
て
も
金
は
か
か

る
ん
で
す
よ
ね
。
金
を
か
け
な
い
で
ち

っ
ぽ
け
な
も
の
を
作
っ
た
っ
て
誰
も
来

ま
せ
ん
か
ら
ね
。

白
石
城
・
武
家
屋
敷
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

日
下
…
私
は
ね
、
決
し
て
お
世
辞
じ
ゃ

な
く
、
白
石
市
の
行
政
と
し
て
は
、
非

常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
じ
ゃ

な
い
か
な
と
見
て
い
る
ん
で
す
よ
。
川

井
市
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
能
楽
堂
を

作
っ
た
り
白
石
城
を
復
元
し
た
り
、
小

原
に
温
泉
プ
ー
ル
を
作
っ
た
り
と
。

　
市
長
さ
ん
と
し
て
は
な
か
な
か
言
い

に
く
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
も
商
店

街
の
人
が
行
政
の
事
業
に
乗
っ
て
い
か

な
い
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

川
井
…
我
々
は
一
生
懸
命
舞
台
作
り
を

し
ま
し
ょ
う
、
た
だ
し
そ
こ
で
主
役
を

演
じ
る
の
は
市
民
で
す
よ
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
ね
。

日
下
…
白
石
も
で
す
ね
。
今
度
武
家
屋

敷
が
で
き
た
、
白
石
城
も
で
き
る
。
じ

ゃ
見
て
い
こ
う
。
う
ま
い
う
ー
め
ん
が

あ
っ
た
。
じ
ゃ
食
っ
て
い
こ
う
、
買
っ

て
こ
よ
う
と
、
こ
う
な
る
わ
け
で
し
ょ
。

相
乗
効
果
が
で
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。

ハ
ー
ド
は
行
政
で
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
き

た
。
今
度
は
民
間
が
ど
ん
ど
ん
う
ま
く

利
用
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

川
井
…
そ
れ
で
ね
、
白
石
城
が
で
き
る

と
三
十
万
人
の
観
光
客
が
来
る
だ
ろ
う
。

場
合
に
よ
る
と
五
十
万
人
ぐ
ら
い
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
の
状

況
で
は
、
た
だ
来
て
見
て
、
い
い
な
と

思
っ
て
一
円
も
買
わ
な
い
で
た
だ
帰
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
だ
め
な
ん
で
、

見
る
、
買
う
、
食
べ
る
の
三
つ
が
そ
ろ

っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
今
進
め
て
お
り
ま
す
の

は
、
斎
万
さ
ん
の
土
地
、
屋
敷
を
売
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
六
百
坪
ば
か
り

を
来
年
買
い
ま
す
。
あ
そ
こ
で
す
と
ね
、

バ
ス
が
二
十
台
ぐ
ら
い
止
ま
れ
る
。
で

反
対
側
は
斎
万
さ
ん
の
古
い
屋
敷
で
す

か
ら
、
こ
れ
は
屋
敷
を
そ
の
ま
ま
生
か

そ
う
。
そ
し
て
中
の
経
営
を
会
議
所
な

り
な
ん
な
り
に
任
せ
た
い
。
例
え
ば
お

み
や
げ
屋
と
か
で
す
ね
。
あ
そ
こ
の
場

所
で
す
と
道
路
は
国
道
一
二
二
号
沿
い

で
す
か
ら
、
バ
ス
は
い
く
ら
で
も
入
れ

　　　　　　　　　　　駆　夢、攣盤罪層曙『
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昨年修復が終わり一般公開した武家屋敷には、多くの

観光客が訪れました

騨

る
し
、
裏
へ
回
り
ま
す
と
武
家
屋
敷
小

関
家
で
す
。
も
っ
と
歩
い
て
い
き
ま
す

と
白
石
城
で
す
か
ら
周
遊
拠
点
に
も
な

り
ま
す
。

日
下
…
そ
う
そ
う
、
白
石
城
、
武
家
屋

敷
。
こ
の
ル
ー
ト
が
非
常
に
い
い
ん
で

す
ね
。

川
井
ー
そ
こ
に
是
非
商
店
ね
。
そ
う
い

う
も
の
を
ポ
ッ
ポ
ッ
と
ス
ポ
ッ
ト
的
に

あ
る
と
、
歩
く
ぽ
う
も
歩
き
や
す
い
ん

で
す
ね
。

日
下
…
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
す

と
、
秋
な
ん
か
は
小
原
の
紅
葉
は
非
常

に
綺
麗
で
す
し
ね
。
も
う
ち
ょ
っ
と
足

を
延
ば
す
と
材
木
岩
、
ダ
ム
も
あ
る
。

こ
こ
一
年
は
不
景
気

白
石
の
商
業
は
決
断
の
時

川
井
…
話
が
変
わ
っ
て
専
門
的
な
こ
と

で
お
伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
、
大
変
に

景
気
が
悪
く
て
参
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

不
景
気
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
の
か
、
そ

れ
と
も
こ
れ
が
通
常
な
状
態
な
ん
で
す

か
ね
。

日
下
…
世
界
的
な
バ
ブ
ル
の
崩
壊
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
ね
。
し
か
し
こ
こ
に
き
て
、
ア
メ

リ
カ
の
経
済
は
非
常
に
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
日
本
が
や
は
り
ち
ょ
つ
と
ひ
ど
い
と

い
う
段
階
で
す
。
た
だ
こ
の
景
気
は
も

う
ち
ょ
つ
と
我
慢
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

来
年
は
辛
抱
の
年
だ
と
い
う
の
が
、
ぽ

と
ん
ど
の
専
門
家
の
一
致
し
た
考
え
で

す
ね
。

発
』

　
磐
な
羅
婁
整
、

マ
駈

露露盈の市街地開

　　　　　む　　ユ

階
1
磨

ト鍾，…

　　　　一・誘一

　滋賀県長浜市は人口5万5千人。大通寺の表参道は江戸
時代から門前町として栄え、昭和34年にアーケードが架け
られたが、大型店の出店により危機的状況に追い込まれた
　いろいろな模索の末、市街地の商店街が生き延びる道は
長浜市が提唱する「博物館都市構想」に基づき、まちの歴
史・文化を商業に生かした商店街づくりで、郊外型店舗に
対抗する以外にはないと決まった。

　そこで昭和62年、32店舗の商店が立ち上がり、160mの道
路を石畳に、道路側の店の表面を門前町風に統一し、庇の
下をアーケードがわりに雨や雪でも買い物できるように2
mほどセットバックする雁木方式を採用して工事を始め、

2億3，700万円をかけて平成2年2月に完成した。
　完成するや、ロゴマーク、統一看板を作ったり、月1回
参道市を開くなどの活性化策を次々と打ち出している。

　
失
業
率
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
が
、

こ
の
ま
ま
不
況
が
続
け
ば
自
動
車
、
弱

電
と
い
う
日
本
の
基
幹
産
業
が
大
変
に
な

っ
て
く
る
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
ま
だ

ま
だ
日
本
の
経
済
は
強
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
。

川
井
…
そ
う
す
る
と
長
期
的
な
見
方
と

し
て
は
、
こ
こ
一
年
か
一
年
半
位
は
我

慢
の
年
だ
と
。
し
か
し
将
来
は
決
し
て

暗
く
な
い
と
見
て
い
い
。
と
い
う
こ

と
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
白
石
の
商
業

は
今
が
決
断
の
時
か
と
、
あ
る
意
味
じ

ゃ
で
す
ね
。

日
下
…
そ
う
で
す
。
亡
く
な
っ
た
松
下

幸
之
助
氏
が
よ
く
言
っ
た
言
葉
に
、
不

況
の
と
き
に
設
備
投
資
を
す
べ
き
だ
。

そ
う
す
れ
ば
必
ず
好
況
に
な
っ
た
と
き
、

そ
の
設
備
投
資
が
必
ず
フ
ル
回
転
を
し

て
い
く
、
だ
か
ら
企
業
は
非
常
に
良
く

な
っ
て
い
く
ん
だ
と
。

　
せ
っ
か
く
白
石
の
行
政
が
川
井
市
長

の
も
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ん
で

す
か
ら
、
商
店
街
の
人
も
何
か
し
ら
手

を
打
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
の
じ
ゃ
な
い

か
。
宮
城
県
の
中
核
都
市
な
ん
で
す
か

ら
白
石
は
。

新
幹
線
駅
前
に

ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ

川
井
…
今
度
お
か
げ
さ
ま
で
平
成
九
年

の
全
国
植
樹
祭
を
南
蔵
王
青
少
年
野
営

場
で
や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ほ
ぼ
内

定
し
た
ん
で
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
国
体
と
植
樹
祭

は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
必
ず
お
い
で
に

な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
条
件
を
つ

け
ら
れ
た
ん
で
す
。
雨
ざ
ら
し
の
所
に

両
陛
下
を
立
た
せ
る
わ
け
に
い
か
な
い

か
ら
、
三
千
人
か
ら
四
千
人
は
収
容
で

き
る
よ
う
な
箱
物
が
な
い
と
白
石
に
は

持
っ
て
こ
れ
な
い
と
。

　
い
ま
、
新
幹
線
駅
周
辺
の
区
画
整
理

を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
こ
に
一

万
坪
位
の
土
地
を
買
い
ま
し
て
、
ホ
ワ

イ
ト
メ
ッ
セ
と
通
称
言
っ
て
い
る
ん
で

す
が
、
見
本
市
も
で
き
る
総
合
体
育
施

設
を
作
る
こ
と
を
計
画
中
で
し
た
の
で
、

ち
ょ
う
ど
植
樹
祭
に
問
に
合
う
。

　
そ
う
す
る
と
メ
ッ
セ
と
い
う
よ
う
に
、

白
石
の
物
産
展
と
か
を
こ
こ
を
会
場
に

や
れ
る
ん
で
す
ね
。
し
か
も
新
幹
線
の

前
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
も
の
も
考
え

て
い
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。

白
石
の
商
業
の

将
来
は
明
る
い

日
下
…
私
は
次
の
三
つ
に
絞
っ
た
ソ
フ

ト
戦
略
を
展
開
す
れ
ば
、
白
石
の
商
業

の
将
来
は
明
る
い
展
望
が
開
け
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
大
都
市
仙
台
か
ら
客
を
引

き
寄
せ
て
く
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
う

ー
め
ん
、
和
紙
そ
の
他
の
特
産
物
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
商
品
開
発
を
進
め
、

販
売
し
、
食
べ
さ
せ
る
場
所
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
白
石
城
の
復
元
に
よ
っ

て
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
観
光
客
や
、
誘

致
企
業
に
働
く
若
者
の
二
ー
ズ
に
応
え

る
商
店
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、
行
政
・
民
間
一

体
と
な
っ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
す
で
に
白
石
に
は
、
仙
南
グ

リ
ー
ン
ト
ビ
ア
と
い
う
情
報
発
信
媒
体

が
あ
り
ま
す
の
で
、
仙
台
あ
た
り
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ソ
プ
を
作
っ
た
り
、
い
ま

沿
話
の
あ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
の
メ

ッ
セ
機
能
を
生
か
し
た
仕
掛
け
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
大

都
市
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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上棟祭を見守る市民

r　　　　　　　　l　　　　　蟹

　
十
一
月
二
十
一
日
、
白
石
城
上
棟
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
棟
の
神
事
の

後
に
は
、
市
営
球
場
を
舞
台
に
「
上
杉
鉄
砲
隊
火
縄
筒
」
と
「
相
馬
野
馬
追
神
旗

争
奪
戦
」
が
披
露
さ
れ
、
白
石
市
内
外
か
ら
詰
め
か
け
た
約
一
一
一
千
人
の
観
客
は
、

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
勇
壮
な
時
代
絵
巻
に
酔
い
し
れ
、
祭
り
は
絶
頂
に
達

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
の
心
に
、
）
て
ぴ
え
立
つ
白
石
城
の
一
一
一
階
櫓
の
姿
が

浮
か
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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白
石
城
上
棟
祭
に
先
立
ち
、
十
一
月

十
九
日
古
典
芸
能
伝
承
の
館
で
、
て
い

談
「
日
本
の
城
と
自
石
城
」
と
題
し
、

川
井
市
長
、
成
城
大
学
の
我
妻
建
治
教

授
、
建
築
文
化
研
究
所
の
八
木
清
勝
所

長
の
三
人
に
よ
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
白
石
城

の
歴
史
や
復
元
事
業
が
実
現
す
る
ま
で

の
こ
と
、
日
本
各
地
の
城
復
元
の
実
状

な
ど
が
話
さ
れ
、
現
在
復
元
中
の
自
石

城
が
、
建
築
上
の
諸
問
題
を
克
服
し
た

全
国
的
に
も
ま
れ
な
、
本
格
的
木
造
建

築
物
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
浮
き

彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。駕冠』一菊＞お

左力1ら八木所長、譲教授、川井市長
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スドン〃腹に響く火縄筒

　曳幅．
踊　l」ギ、

全
国
初
が
二
つ
あ
る

白
石
城
復
元
事
業

平
成
六
年
秋
、
天
守
閣
が
完
成

白
石
市
で
は
、
市
制
施
行
四
十
周
年

に
当
た
る
平
成
六
年
秋
の
完
成
を
目
指

し
て
、
白
石
城
の
天
守
閣
に
当
た
る
三

階
櫓
（
や
ぐ
ら
）
の
復
元
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
手
一
ノ
門
、

ニ
ノ
門
を
含
め
て
、
平
成
七
年
三
月
に

は
す
べ
て
の
工
事
が
終
わ
り
、
明
治
七

年
に
解
体
撤
去
さ
れ
て
以
来
、
ち
ょ
う

ど
百
二
十
年
ぶ
り
に
、
　
「
平
成
の
城
」

の
威
容
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　
復
元
す
る
白
石
城
は
、
．
一
八
二
三
年

（
文
政
六
年
）
九
月
に
焼
失
後
再
建
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
江
戸
時
代
後
期
の
も

の
。
柱
な
ど
の
建
築
材
料
は
も
ち
ろ
ん
、

工
法
も
昔
な
が
ら
の
手
法
を
使
い
、
純

粋
に
「
城
」
そ
の
も
の
と
し
て
復
元
し

ま
す
。

　
三
階
櫓
は
高
さ
約
十
六
メ
ー
ト
ル
の

木
造
三
階
建
て
で
、
木
造
復
元
の
城
と

し
て
は
、
弘
前
城
を
抜
い
て
東
北
最
大

と
な
り
ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
高

知
城
二
十
四
万
石
に
匹
敵
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
白
石
城
復
元
に
は
全
国
初
が
二

つ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
建
築
基
準
法

で
は
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
を
越
す
木
造

三
階
建
て
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
臼
石

城
の
三
階
櫓
は
建
設
大
臣
の
評
定
を
受

け
、
特
別
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
全
国

初
の
ケ
ー
ス
で
、
画
期
的
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　ま

た
三
階
櫓
の
石
垣
は
、
史
実
に
の

っ
と
り
最
も
古
い
積
み
方
で
あ
る
野
ヅ

ラ
積
み
だ
け
で
組
ん
で
お
り
、
復
元
す

る
石
垣
と
し
て
は
全
国
初
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
支
援
も
活
発
で
、
市

民
か
ら
の
寄
付
を
受
け
入
れ
る
瓦
一
枚

運
動
と
自
石
城
復
元
基
金
に
は
、
こ
れ

ま
で
約
一
万
二
千
人
、
一
億
四
千
九
百

六
十
万
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。



晴れの叙勲
　　　　　　　　おめでとうございます
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　　　　　　　　　　　　12月2日開かれた叙勲祝賀会

勲四等瑞宝章

矢ノ目八蔵氏　』、』

（地方自治功労）鳶少

昭和38年、市議会議員に当選以来、

28年聞議員として在職、その間副議

長として4年務められ、また経済、

建設各常任委員長を歴任され、地方

自治の発展のために尽力されました。

勲四等瑞宝章
　　　　　　　ヂ険

吉髭無紛．

昭和42年に市議会議員に当選され、

以来20年間議員として在職、その間

副議長として4年、また教育民生常

任委員長を歴任されるなど、地方自

治の発展のために寄与されました。

勲五等双光旭日章

宮城　實氏

（消防功労）

ヂ猟
ふ㌦㌘

昭和21年に白石町常備消防士を拝

命以来、防火思想の普及に努力され、

昭和23年には消防士長を拝命。一般一

家庭の防火診断の実施等、防火思想

の向上に貢献されました。

勲五等瑞宝章

　　　　　　　ぐ

昭和22年に保護司を拝命以来、民

間の福祉に貢献され、37年には白石

地区保護司会理事を長年にわたり務

められ、犯罪の改善・更生を助け、

犯罪の予防に尽力されました。

勲六等単光旭日章

高橋正男氏

（消防功労）

δ
騒

　昭和21年に小原村警防団員拝命以

来、平成4年自石市消防団副団長退

職まで、46年の永きにわたり市民の

生命・財産の保持と、火災の未然防

止に日夜尽力されました。

勲六等宝冠章

昭和31年に民生児童委員に委嘱さ

れて以来36年間、一貫して地域社会

福祉の向上と更生保護のために奉仕

の精神に徹し、寝食を忘れて貢献さ

れました。

購

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

機動力ア・ゾプ

12月！日、白石市消防団に新しい

消防ポンプ積載車5台を引き渡す交

付式が行われ、白石、越河、大鷹沢、

福岡、小原の各分団に配備されまし

た。

1‘弾；二』」＝．二．＞典、

黙鍵・魅鱒

儒呂㌔　興

交付式では、川井市長が「市民の

生命と財産を守るため、日頃からポ

ンプや車両の点検整備を十分に行い、

消防活動に役立ててほしい」と団員

を励ましました。

白石市では、今後古い型の積載車

の更新をすすめ、消防団の装備充実を

図っていきます。

初滑し／き楽しむ

　12月18日、みやぎ蔵王白石スキー

場で恒例のスキー場開きが行われ、

不忘、長峰、八宮、三住の分校児童

のスキーの歌の披露を皮切ク）に、関

係者ら約130名が神事でシーズン中の

無事故を祈りました。

　市長らが玉串を捧げたあと、蔵王

スキー協会会員や分校の児童がプラ

カードやフライヤーを持って滑降。

続いて、初滑りを待ち望んでいたス

キーヤーたちが、新雪の感触を楽し

みながら、シーズンの幕開けを祝い

ました。

まち：かど・ズーム，　／

　　　　　う
　雍〆　－ 　　　企画したのはポルトガル生まれの

　　陶芸家ジョゼ・ファロンバさん150）。

　　現在益子町に住んで創作活動をして

福岡大網にある外国人陶芸家の工

房で11月23日、八宮分校の子供たち

や老人クラブ、弥治郎のこけし工人

ら50人が集まり、焼き物づくりが行

われました。

子供やお年寄りたちは、粘土ひも

を重ねて皿やコーヒーカップなどを

作ったり、電動ロクロに挑戦して土

の感触を楽しんでいました。

いますが、妻の藤生敦子さんの母が

白石市出身だった縁で、大網のかや

ぶき民家を購入。年明けには窯を設

け、益子町から引っ越して本格的に

白石で活動する予定です。

　ファロンバさんは、白石に移った

ら月に1回ぐらいは陶芸の楽しさを

知ってもらうイベントをしたいと張

り切っています。

みんなでペツ9ン

　　　　．・藁一ヴ、購ぐr哩灘

　第二幼稚園の園児と南町長寿会の

お年寄りが、12月16日、仲良くもち

つき大会を楽しみました。．

　この日は朝早くから1斗5升のも

ち米をふかし、長寿会の皆さんが持

ち込んだうすときねを使ってつきあ

げた餅で納豆餅、きな粉餅、雑煮な

どを作り、園児たちは大満足。一足

早くやってきたお正月に食欲もすす

み、お代わりをねだる子もいました。

　また、もちまきも行われ、子ども

たちの笑顔と歓声につつまれた一日

でした。

体力づくし／日本一

学校と地域が、一体となって子ど

もたちの体力づくりをすすめてきた

大鷹沢小学校と父母教師会が、それ

ぞれ保健体育優良校、日本P　T　A全

国協議会長賞として全国表彰されま

した。

　同校は、体力づくりのモデル校に

指定された平成2年から地域ぐるみ

でユニークな活動に取り組んできま

した。

　全国的にもまれな、学校と父母教

師会のダブル受賞を励みに、さらに

活力のある学校を目指してください。

　　一．蕊L頃鍵

　　　　2　　　　　　　硫
　1　’

読を▽1『・牽

　　　　　　　　　　　’羅

22回目のノフ1ノスマス

12月12日、市内の在宅障害児者や

施設から自立して働く障害者などを

励まそうと、勤労青少年ホームで心

身障害児者クリスマス会が開かれま

した。

　自石地域ボランティアサークルつ

くし（小野寺かおり代表ほか17人）

が、22年前から1年も欠かさず開い

てきたもので、参加した24人は簡単

な神経衰弱ゲームや手づくヒ）のカレ

ーを楽しんだり、サンタからプレゼ

ントをもらい、温かい心のこもった

グリスマスに満足していました。

おし、しご今年も届けます

白石特産の樽柿、ころ柿、干しい

たけ、凍豆腐のふるさと小包便の発

送式が！2月11日、大平の宮城県ころ

柿出荷協同組合で開かれました。

　　撃9鋼1ーノづ

　　　　　　　　　　ゐ
冷夏の影響で今年の柿は小ぶりで

数量も少なめとはいえ、製品は良質。

　この日は樽柿330個をはじめ、1千

個が東京・関東方面を中心に発送さ

れ、最終的には4千個を目標にして

います。

　組合では今年、柿の里・白石をも

っとP　Rしていきたいと意欲を燃や

しています。
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手
づ
く
り
の
パ
ン
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か

山
田
ゆ
　
み

幽・

櫻

　
私
た
ち
は
お
い
し
い
手
づ
く
り
パ
ン

を
焼
く
仲
間
で
す
。

　
先
生
が
東
京
在
住
の
た
め
、
年
に
二
・

三
度
し
か
教
室
を
開
け
ま
せ
ん
が
、

回
数
が
少
な
い
分
中
身
は
充
実
し
て
い

て
、
　
一
度
に
四
～
五
種
類
の
パ
ン
と
、

手
軽
な
お
菓
子
を
二
種
類
ほ
ど
と
い
う

講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
を
焼
く
と
い
う
と
、
と
て
も
大

変
な
も
の
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
分
量
と
時
間
と
温
度
の
三
つ

を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
、
誰
で
も
じ
ょ
う

ず
に
、
お
い
し
い
パ
ン
を
焼
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
大
切
な
こ

と
は
、
愛
情
ス
パ
イ
ス
を
た
っ
ぷ
り
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
初
め
て
大
き
い
食
パ
ン
を
焼
い
た
と

き
の
感
激
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。　

家
族
や
お
友
達
に
、
お
い
し
い
と
ほ

め
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
さ
さ
い
な
こ

と
が
お
い
し
い
パ
ン
を
焼
こ
う
と
い
う

向
上
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
講
習
の
後
、
み
ん
な
で
焼
き
た
て
の

ア
ツ
ア
ツ
を
ぽ
お
ば
り
な
が
ら
の
昼
食

写真と文
宮城県昆虫同好会

大沼保三
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攣

は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
．
質
問
や

ら
雑
談
や
ら
食
べ
る
や
ら
、
忙
し
く
口

を
動
か
し
満
足
感
に
充
た
さ
れ
て
、
明

日
は
新
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
挑
戦
し

よ
う
と
い
う
意
気
込
み
の
帰
宅
に
な
り

ま
す
。

　
生
き
る
こ
と
の
最
も
基
本
と
な
る
食

生
活
の
一
部
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
パ
ン
づ
く
り
は
、
ま
さ
に
一
石
二

鳥
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
仲
間
に
は
い
り
ま

せ
ん
か
。

　
ち
な
み
に
、
教
室
名
の
「
ワ
イ
ゼ
ン

フ
ェ
ル
ド
」
は
、
ド
イ
ツ
語
で
小
麦
畑

と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
だ
そ
う
で
す
。

　
　
今
月
か
ら
、
上
野
雄
規
先
生
に
替
わ
り
、

　
大
沼
保
三
先
生
か
ら
白
石
で
見
ら
れ
る
蝶

　
を
ご
招
介
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
国
蝶

　
　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

マ
訟
難
ウ
科
）
一

　
退
職
し
て
三
年
、
若
さ
を
保
つ
こ

と
と
、
以
前
か
ら
好
き
だ
っ
た
昆
虫

（
蝶
）
の
生
態
観
察
を
兼
ね
、
野
山

を
歩
く
こ
と
に
し
た
。
名
付
け
て
昆

虫
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。

　
好
ん
で
行
く
場
所
は
大
萩
山
公
園

で
、
こ
こ
に
は
、
ふ
だ
ん
滅
多
に
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

が
生
息
し
て
い
る
。
・

オオムラサキ

品
」

　
日
本
の
特
産
種
で
開
長
一
〇

セ
ン
チ
位
。
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科

で
は
、
も
っ
と
も
大
き
い
。

　
オ
ス
は
浮
き
出
る
よ
う
な
輝

紫
色
の
紋
様
で
実
に
美
し
い
。

「
自
然
が
つ
く
り
だ
し
た
芸
術

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
メ

ス
は
オ
ス
よ
り
大
き
く
茶
か
っ
色
で

地
味
で
あ
る
。

　
な
わ
ば
り
意
識
が
強
く
、
山
頂
を

舞
う
が
ご
と
く
滑
空
し
な
が
ら
、
同

種
の
蝶
は
も
ち
ろ
ん
、
鳥
な
ど
も
追

い
は
ら
う
。
胴
体
が
太
い
の
で
貫
録

が
あ
り
、
飛
び
方
も
、
鱗
粉
紋
様
も

国
蝶
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
食
樹
は
エ
ノ
キ
で
あ
る
が
、
成
虫

は
、
雑
木
林
の
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
、
ク

リ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
樹
液
を
大
量
に

吸
う
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ノ
キ
の
大

大
木
が
あ
っ
て
も
、
ま
わ
り
に
条
件

の
よ
い
雑
木
林
が
な
い
と
、
こ
の
蝶

は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

　
大
萩
山
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
も
、
年

々
減
少
し
、
昨
年
は
数
回
目
撃
し
た

に
過
ぎ
な
い
。

　
希
少
種
だ
け
に
、
絶
滅
に
瀕
し
て

い
る
こ
の
蝶
を
、
な
ん
と
か
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
出
現
期
　
　
六
月
～
一
〇
月

　
生
息
地
－
大
萩
山
、
白
川
、
小
原

鰭肯

囎仕事について

　3～5歳児まで3学年ありますが、現在は3
歳児を担当しています。年少組ということで、

特に子供たちが安心して園生活をおくれるよう

一対一のスキンシップを大切にしています。常

に子供たちの内面をみつめて、本気で向き合え

る教師でありたいと、憩、います。

拶今夢中になっていること

　2年ほど華道を習っています。例えば傾斜型

というようにその花材によつて生け方が違いま

すが、それを自分なりに考えながら生けるとき

心がひきしまって、良い時間を過ごしたと実感

します。

　
　
　
　
　
　
　
　
議

南こばと幼稚園

佐藤明美さん

　（23歳・郡山）

》夢や目標

　今は、より良い保育をすることですが、ゆく

ゆくは教師としてではなく、母親として子供と

接することですね。

鯵臼石市に望むこと

　私は小学校1年生まで、益岡公園の近くに住

んでいたせいか、他の町にはない情緒豊かで心

がなごむ自石が大好きです。

　この美しさを保ちながら、市としての活気が

あれば、なお良いと思います。

り理想のタイプ

　何事にも前向きで、心にゆとりがある人がい

いですね。

●●●●●●●●●●●●●●

茎
生
涯
学
習

欝薯　

齪一」習愛らしし’押し花に魅せられて

”ば　　　　　成沢　キヨ子さん
　　　　　　　　　　（白石市東田丁）

　3年ほど前から中央公民館の押し花教室に

通い、広瀬先生のご指導を受けています。

　先生は、生徒である私たちに「習得された

テクニックは、ひとりでも多くの方々に広め

ていってください司とおっしゃいます，，

　この間は、第一小学校のいきいき体験教室で

大勢の親子に押し花の初歩を指導させていた

だきました。

　学習する喜びもさることながら、人に喜ん

でもらえることをお教えするときの喜びも格

別なものと実感しています。

堅
．
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市
民
文
芸
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ハ1

股
　
兵
　
三
選

農
に
育
ち
土
に
生
き
来
て
七
十
年
凶
作
に
遇
い
米
を

購
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

柔
か
き
光
を
窓
に
浴
び
な
が
ら
今
年
不
作
の
小
豆
選

り
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
重
子

幼
孫
話
相
手
に
小
豆
む
く
小
春
日
和
の
日
曜
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

明
け
や
ら
ぬ
豪
雨
降
る
な
か
朝
刊
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
配
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

収
穫
を
終
え
し
菜
園
耕
す
に
早
や
冬
眠
の
蛙
に
出
逢

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

鮮
度
よ
き
い
か
を
購
な
い
夫
の
好
む
塩
辛
つ
け
ぬ
墨

に
よ
ご
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

工
場
の
送
迎
バ
ス
に
一
人
乗
せ
広
々
と
し
て
帰
り
行

く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

今
日
の
日
を
大
事
に
せ
ん
と
思
い
を
り
一
日
一
善
を

心
に
誓
う
　
　
ビ
劣
　
　
　
　
　

太
田
　
敏
子

　
　
　
に
し
き
き
き

狭
庭
辺
は
錦
木
満
天
星
い
ち
よ
う
の
黄
晩
秋
の
空
は

抜
け
る
青
さ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

水
抜
き
て
広
く
干
さ
れ
し
馬
牛
沼
ふ
た
た
び
冬
の
静

け
さ
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

「
評
」
平
成
六
年
の
新
春
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
つ
て
な
い
不
作
の
年
で
あ
っ
た
様
子
が
短
歌
作

品
の
う
え
に
も
厳
し
く
表
現
さ
れ
た
歌
が
多
か
っ
た
。

　
歌
は
生
ま
れ
る
も
の
で
、
小
手
先
で
作
る
も
の
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
常
に
新
鮮
な
感
動
を
表
現

出
来
る
よ
う
心
が
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
。

鈴
　
木

貞
　
二
選

散
る
と
い
ふ
こ
と
な
く
過
ぎ
し
野
菊
か
な
鈴
木
　
民
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ふ
し

い
つ
し
か
に
一
人
に
も
慣
れ
菊
眩
　
　
青
木
　
良
子

はさ

ま
ゆ
　
　
　

は
せ
も
み
し

峡
の
温
泉
に
こ
け
し
神
社
や
櫨
紅
葉
　
若
桑
げ
ん
じ

弥
治
郎
へ
奥
の
細
道
紅
葉
し
て

雪
国
や
雪
の
明
る
く
黄
昏
る
る

満
身
に
辞
琶
く
一
打
紅
葉
晴

屠
蘇
を
酌
む
妻
の
髪
に
も
臼
き
も
の

神
の
留
守
な
れ
ど
祈
願
を
果
さ
ね
ば

炭
俵
と
い
ふ
な
つ
か
し
き
冬
構

木
犀
の
香
り
乱
し
て
バ
ス
通
過

「
評
」
一
句
目
、

岩三高日佐佐
沢浦橋下藤藤

伍愛正　善周
峯嶺男文夫子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
富
士
夫

　
　
　
　
　
　
正
直
に
写
生
し
て
生
れ
た
句
で
あ

る
。
野
菊
は
散
る
こ
と
が
な
い
と
は
面
白
い
。
．
一
句

目
、
や
っ
と
馴
れ
て
き
た
一
人
の
く
ら
し
、
菊
眩
に

よ
り
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
三
句
目
、
こ
け
し
の

温
泉
に
こ
け
し
の
神
社
が
あ
り
、
美
し
い
朱
の
櫨
紅

葉
で
あ
る
。
一
月
例
会
は
一
月
二
十
三
日
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
。

鈴
　
木
　
誤
　
差
選

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
覚
え
て
い
る
強
み
小
野
嘉
津
子

片
足
で
自
己
顯
示
す
る
犬
の
意
地
　
　
芝
　
玄
太
郎

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
不
況
と
米
不
作

作
柄
と
関
係
無
し
に
食
進
み

来
年
へ
望
み
つ
な
い
で
酒
を
呑
む

借
金
も
財
産
で
す
と
す
ま
し
顔

四
竈
英
夫

大
沼
妙
子

近
江
孫
太
郎

米
沢

セ
ー
ル
ス
の
お
世
辞
に
は
ま
る
お
人
好
し
佐
藤

置
き
忘
れ
し
て
来
た
よ
う
な
遠
い
過
去
一
条

嫁
が
ぬ
は
親
の
た
め
だ
と
い
う
不
幸
　
宍
戸

宝
く
じ
夢
の
人
生
追
い
続
け
　
　
　
　
斎
藤

「
評
」
一
句
目
、

を
、
決
し
て
私
は
忘
れ
ま
せ
ん
ぞ
。
二
旬
目

犬
年
で
す
。
今
年
も
忠
犬
に
恥
じ
ぬ
よ
う
。

不
況
だ
け
で
な
く
、

秀　芳武礼
夫広子雄子

　
　
　
　
　
　
あ
の
日
あ
の
時
囁
い
た
あ
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
さ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
旬
目
、

　
　
　
　
　
　
　
米
不
作
ま
で
肩
を
組
ん
で
人
間

い
じ
め
。
景
気
回
復
と
豊
作
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

醐
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　　　　　　　　　（　2月2日～3月15日

県民税の中告相談
　　　市民税・県民税の申告相談は、2月2日から3月15日
　　　まで、次の日程で行います。指定の会場で申告してください。

白石市役所　暦25－2111
㊨…・問い合わせ先㊥一内線

等
支
払
者
か
ら
、
給
与
支
払
報
告
書
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

自
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○
所
得
の
な
か
っ
た
方
も
、
申
告
書
の

裏
面
に
、
所
得
の
な
か
っ
た
事
由
を

　
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

　
提
出
さ
れ
る
方
や
給
与
支
払
報
告
書
、

　
ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

　
白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
を
必
要
と
す
る
方

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
原
則
と
し
て

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。〔

該
当
者
〕

○
商
業
・
農
業
・
製
造
業
な
ど
の
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
方

O
譲
渡
・
不
動
産
・
配
当
・
利
子
・
雑

　
収
入
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等
（
国

　
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業
者
年
金
、

　
各
種
共
済
組
合
年
金
な
ど
）
に
よ
る

　
所
得
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
方

O
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
を
、
二
か

　
所
以
上
の
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　
等
支
払
者
か
ら
受
け
て
い
る
方

o
給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
所

　
得
者
で
、
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

○
所
得
の
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

　
収
書
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
確
認
で
き

　るも

の
（
計
算
資
料
な
ど
）

○
配
偶
者
・
扶
養
親
族
な
ど
の
収
入
額

　がわかるも

の

○
医
療
費
な
ど
の
受
領
書

O
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の

　
支
払
証
明
書
な
ど

○
印
か
ん所

得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
五
年

中
の
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

の
納
め
過
ぎ
や
、
不
足
分
を
精
算
す
る

た
め
の
申
告
で
す
。

　
源
泉
徴
収
票
や
予
定
納
税
で
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
、
給
与
所
得
な
ど

で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

巧
匹
轟

晒
　
’
．
｛
’

第
1
6
回
臼
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
運
動
」
展
開
中

　
こ
の
ほ
ど
、
市
内
老
人
ク
ラ
プ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
、
　
「
第
1
6
回
交
通
安
全
市
民
大
会
」
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
交
通
安
全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
一
名
に
川
井
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
慧
婁
　
　
　
　
　
感
謝
状
贈
呈
者

覧
灘
懇
讐

　
　
離
；

⑧
　
侮
｝

　
　
　
灘
鳩

遠佐佐鈴高佐佐大谷高高

藤藤藤木橋藤竹野津野橋

　光俊徳勝　和健　幸勝
次
（
臼
石
支
部
）

雄
（
越
河
支
部
）

實
（
斎
川
支
部
）

治
（
大
平
支
部
）

男
（
大
鷹
沢
支
部
）

香
（
白
川
支
部
）

子
（
福
岡
支
部
）

治
（
鎌
先
支
部
）

雄
（
小
原
支
部
）

子
（
母
の
会
）

隆
（
指
導
隊
）

税・民市

●

　
忘
年
会
、
新
年
会
と
こ
れ
か
ら
年
末

年
始
に
か
け
て
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
し
て
事
故
を
起

こ
す
と
、
事
故
の
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
加
害
者
や
そ
の
家
族
ま
で
不

幸
に
陥
り
ま
す
。

　
家
庭
円
満
を
守
る
た
め
、
酒
を
飲
ん

だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、
運
転

す
る
な
ら
絶
対
酒
を
飲
ま
な
い
を
必
ず

実
行
し
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

麗

就
職
し
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
等
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税
金

は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
以
前
で
も
、
税
務
署
で
申

告
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
早

め
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
じ
め
て
の
方
等
は
、
税

務
署
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
の
窓
口
か
ら

用
紙
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
⑳
市
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
㊥
一
四
二
～
一
四
三
へ
。

★市・県民税申告相談日程表
2月2日～3月15日・午前9：00～11二〇〇　午後1：00～4：00

会

　午　　後

鎌先・弥治郎
大網

山根

　　　自　　治会
場

ヨ
剛
曜

会

沖

蔵王・不忘
原子

滝上・尾箆

八宮・芹沢

福
　
岡
　
公
　
民

館

32
　
　
（

ー
　
オ

2

24

木

　自治

25

金

　午　後
赤井畑・大熊・

塩倉

猿鼻・赤坂・湯元・

明戸・小久保平

1区・8区・9
区

会
場

ヨ
彫
曜

下滝

南田丁本町・中町・長

町・亘理町

田町

西益岡・清刻

路・寿町

柳町

短ケ町・中益岡・

新町・東益岡

本郷第一・旭町

本郷第三・たばこ耕作者〔全地区〕

君B山

鷹単・小下倉

本郷第二・水銀
第四

上郡山

寿山緑が丘

上記の日程で申告できなかった方

市

役

所

大

会

議

室

小
原
公
民
館

2／2

水

　　3

木

28

月
5区・6区4

区

／
火

3

2
水

3
木

4－1区・4－
2区

7－1区・7－
2区・8区

6区・7区

大平2区・3－
1区

大平3－2区・
7区

斎川1区・2区・
3区

斎川5区・6区

大
平
公
民
館

4
金

　7

月

斎
川
公
民
館

8
火
　
9
水

4
金

9区・10区

7
月

4区・6区3
区

8
火

9
水

9区・10区
区・12区

2区・6区

越河1区・2区
3区

越河4区・5区
8区

大鷹沢1区・2
区・田中

大鷹沢5区・7
区・8区

白川1区

越
河
公
民
館

10

木
1
4
月

大
鷹
沢
公
民
館

15

火

16

水

10

木
4区・7区5区白川3区

臼
川
公
民
館

17

木

18

金

ユ
　
　
　
　
ム
　
　
　

1
金
－
月
－
火

酪農事業者
（福岡全地区

北区・三住

西区上・南区

西区下・東区

深
谷
公
民
館

21

月

22

火

訓wフ詳ノ＠毅淋艦
下ぎ累却

○今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

○申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はできる

　だけ当該地区会場で、早めに申告してください。

○各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告できま

　せん。

Oこの申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・重

　度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります。忘れ

　ないで申告してください。

O市税の納付は口座振替で。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参く

　ださい。

○たばこ耕f乍者〔全地区）の申告相談は、3月7日午後1時～4時市役所大会議室です．

　
　
農
業
委
員
会
委
員

　
　
選
挙
人
名
簿
登
録

　
　
申
請
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

平
成
六
年
一
月
一
日
現
在
の
状
況
を
、

一
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
、

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
二
十
歳
以

上
の
者
で
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
き
耕
作
し
て
い
る
者
と
、
そ
の
同
居

親
族
等
で
年
間
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

事
す
る
者
な
ど
に
選
挙
権
が
あ
ゆ
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
）
が
、
十
二
月
中
に
配

付
し
、
一
月
十
日
ま
で
に
回
収
さ
れ
ま

す
。　

一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員
会

事
務
局
智
二
五
－
二
一
一
一
㊨
二
三
〇
・

二
三
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

◎
縦
覧
期
間

　
平
成
六
年
二
月
二
十
三
日
～
三
月
九

　
日
（
十
五
日
間
）

◎
縦
覧
場
所

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局



用
途
地
域
制
度
の
改
正
に
伴
う

　
　
新
用
途
地
域
の
都
市
計
画
決
定
に

　
　
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
用
途
地
域
制
度
は
、
良
好
な
市
街
地

環
境
の
形
成
や
、
都
市
に
お
け
る
住
居
、

商
業
、
工
業
な
ど
の
適
正
な
配
置
に
よ

る
機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
を
目
的

と
し
て
、
建
築
物
の
用
途
、
容
積
率
、

建
ぺ
い
率
、
高
さ
な
ど
を
規
制
・
誘
導

す
る
都
市
計
画
・
建
築
規
制
制
度
で
あ

り
、
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
用
途
地
域
制
度
に
つ
い
て
、
平

成
四
年
の
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築

基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
環
境

の
保
護
、
市
街
地
形
態
の
多
様
化
へ
の

対
応
等
を
目
的
と
し
て
、
用
途
地
域
の

種
類
が
八
種
類
か
ら
十
二
種
類
に
な
り
、

平
成
五
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
勲
，

撚
酷
「

、

饗
一
，

1、・弾滋
　．｛1￥

’　一　　一塑宅
ノ’卸、

．
伽

沸

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
、
各
用
途
地
域
に
お
い

て
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
の

用
途
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
用
途
地
域
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

従
来
定
め
ら
れ
て
い
た
用
途
地
域
を
新

用
途
地
域
に
指
定
替
え
す
る
都
市
計
画

の
決
定
を
、
法
律
の
施
行
よ
り
三
年
以

内
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

㊨
　
市
都
市
計
画
課
智
二
五
－
一
二

一
一
㊨
二
五
三
へ
。

　　　　　改　　　正　　　後

①第一種低層住居専用地域
　1低居住宅の環境保護のための地域）

②第二種低層住居専用地域
　1小規模な店舗の立地を認める低層住宅の環境保護のための地域1

③第一種中高層住居専用地域
　仲高層住宅の環境保護のための地域〉

④第二種中高層住居専用地域
　1必要な利便施設の立地を認める中高層住宅の環境保護のための地域1

⑤第一種住居地域
　（大規模な店舗、事務所の立地を制限する住宅の環境保護のための地域）

⑥第二種住居地域
　（住宅の環境保護のための地域｝

⑦準住居地域
　1道路の沿遊において、自動車関連施設等と住宅が調和して立地する地域

⑧近隣商業地域
　1近隣の住宅地の住民のための店舗、事務所等の利便の増進を図る地域1

⑨商業地域
　1店舗、事務所等の利便の増進を図る地域1

⑩準工業地域
　i環境の悪化をもたβ，すおそれのない工業の利便の増進を図る地域）

⑪工業地域
　1工業の利便の増進を図る地域1

⑫工業専用地域
　1工業の利便の増進を図るための卑用地域1

改　正　前

①第一種住居専用地域

②第二種住居専用地域

③住居地域系

④近隣商業地域

⑤商業地域

商
業
系

⑥準工業地域

⑦工業地域

⑧工業専用地域

工
　
業
　
系

お○離

住

居

ODOロ
ロ

田
”
■

■た
屡
，

お済みですか？
　　　家屋取壊届

　昨年の1月2日以降に、家屋の全

部又は、一部を取り壊した方は、平

成6年度から固定資産税の対象外と

なります。早めに、市税務課へ「家

屋取壊届」を提出してください。

　届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえご来庁ください。

　㊨市税務課固定資産税係

　盈25－2111㊥146～148へ。

斎藤邦博氏、宮城珪藻土㈱　代表取

締役佐藤民三郎氏、二瓶脩一氏、若

柳宝梅氏、倉商事（椥　代表取締役河

本弘子氏、仙南ヤクルト販売店親交

会　代表佐々木節子氏、宮城県商工

会議所婦人会連合会　会長大原好子

氏、石川義一氏、白石高校剣道部

代表大野剛氏、高橋和子氏、佐藤正

雄氏、半沢秀夫氏、東北電力㈱白石

営業所　所長嶋　武氏、自石益岡ラ

イオンズクラブ　会長谷津芳男氏、

佐藤正一氏、八島幸夫氏、㈱スエヒ

ロ　代表取締役石井末治氏、佐藤俊

輔氏、磯部もも子氏、後藤利喜郎氏

臼石スタディクラブ　代表大宮昭氏

登別市物産協会、遠藤正二氏、遠藤

あい子氏、別部八郎氏、㈱中西製作

所仙台営業所　所長加藤　宏氏

翌湊
O

　生活基盤の整備や自石城復元資金

として、次の方々からご寄附をいた

だきました。紙Lからお礼申し上げ

ます。

　齋藤衛氏、斎藤勲氏、大宮二郎氏

高橋亨氏、制野昭一氏、高橋健氏、

森邦雄氏、庄司恭氏、遠藤哲也氏、

岡崎構二郎氏、片倉重信氏、メガネ

の相沢白石セラビ店　店長池下順仁

氏、藤聞京寿美氏、藤石会社中有志

麟

鵬（今月のメニュー）一

達巻と

ぼうのサラタ
伊
こ

●

雨，ノ

白石市食生活改善推進員

松野久子さん
　　　（越　河）

〔
材
料
〕
4
人
分

O
伊
達
巻

卵
小
4
個
、
白
身
魚
の
す
り
身
㎜
9

（
又
は
は
ん
ぺ
ん
）
、
砂
糖
大
さ
じ
2
、

だ
し
汁
大
さ
じ
2
、
塩
小
さ
じ
％
、

サ
ラ
ダ
油
少
々
、
パ
セ
リ
少
々

○
こ
ぼ
う
サ
ラ
ダ

ご
ぼ
う
㎜
9
、
に
ん
じ
ん
4
0
9
、
せ

り
2
0
9
、
④
（
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
、

こ
し
ょ
う
各
適
宜
）

〔
作
り
方
〕

①
材
料
と
調
味
料
を
全
部
合
わ
せ
て
、

厚
手
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

ぬ
り
材
料
を
流
し
入
れ
、
ご
く
弱
火

で
表
面
が
プ
ツ
プ
ツ
と
な
る
ま
で
焼

き
、
熱
い
う
ち
に
巻
き
す
に
取
る
。

②
表
面
に
包
丁
で
、
二
～
三
本
切
れ

目
を
入
れ
て
寿
司
を
巻
く
よ
う
に
く

る
く
る
と
巻
き
、
両
端
を
輪
ゴ
ム
で

止
め
五
～
六
分
程
お
い
て
か
ら
、
巻

き
す
を
取
り
ー
㎝
の
厚
さ
に
切
る
。

0
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に
し
、
酢
を

入
れ
た
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、
に
ん

じ
ん
は
細
い
せ
ん
切
り
、
せ
り
は
ゆ

で
て
3
㎝
長
さ
に
切
る
。
す
べ
て
の

材
料
を
⑥
で
あ
え
、
伊
達
巻
に
添
え
る
。

　
　
O
◎
⑪
●
0
⑦
①

　
甘
さ
を
お
さ
え
、
だ
し
の
う
ま

味
で
う
す
昧
で
も
お
い
し
い
手
づ

く
り
の
伊
達
巻
を
ど
う
ぞ
。

く』＼めノ

　　　輪圓圏囮回

　　　●鰭

がん予防12か条　［

10か条　適度にスポーツをする

　動物実験によると、発がん物質

を与えた動物にストレスや疲労を

加えると、さらにがんの発生率が

高まるというデータがあります。

　日常生活の中に適度な運動を取

り入れることは、身体の若さを保

つのにとても有効です。若い身体

はがんになひ）にくいので、予防に

もなるわけです，⊃

　バランスのとれた食事とともに

運動の習慣化を心掛けましょう。

㌧
　
　
、
．
％

　
　
肋

1，）

’

（
）

冠婚葬祭互助会の途中解約はでき

Q
　
独
り
暮
ら
し
の
私
は
、
三
日
前
に
、

繰
り
返
し
訪
ね
て
来
る
冠
婚
葬
祭
互
助

会
の
勧
誘
員
に
説
得
さ
れ
て
、
毎
月
三

千
円
ず
つ
五
年
間
掛
け
金
を
支
払
う
コ

ー
ス
に
加
入
し
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
無
駄
な
出
費
の
よ
う
で
や
め

ら
れ
る
も
の
な
ら
や
め
た
い
と
思
う
の

で
す
が
…
…

A
　
冠
婚
葬
祭
互
助
会
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
に
加
入
者
が
婚
礼
の
衣

装
や
葬
式
の
祭
壇
等
を
、
共
同
で
購
入

し
利
用
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
事
業
で

す
。
や
が
て
、
営
利
目
的
と
し
た
会
社

が
誕
生
し
、
戸
別
訪
問
で
勧
誘
し
会
員

を
増
や
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
前
払
式
特
定
取
り
引
き

は
「
割
賦
販
売
法
」
に
基
づ
く
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

調査月日二平成5年12月1日
対前年同月比　高　　i直　　安　　f直

　
　
　
1

　
姥

こ
㌧

’
ノ　

　
　
　
黛

行
政
指
導
に
よ
り
業
界
の
自
主
基
準
と

し
て
タ
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
契
約
書
と
と
も
に
交
付
さ

れ
る
約
款
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日

間
は
、
書
面
で
契
約
解
除
を
申
し
入
れ
る

と
、
す
で
に
支
払
っ
た
お
金
が
あ
れ
ば

金
額
返
金
さ
れ
ま
す
。
そ
の
期
間
が
過

ぎ
た
途
中
解
約
は
可
能
で
す
が
、
意
外

に
高
い
手
数
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
預
金
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
の
う
え

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

安　値

　　100

　　480

1，200

5，200

　　180

　　500

　　800

　　815

　　　115

　　　77

4，910

　　183

　830
2，000

8，500

　　250

　　550

　　853

　　927

　　126

　　86

5，400

対前年同月比

十23
－119
－154
十383
十12
十40
－52
－53
－4
十5
－129

平均価格

　　142

　　630

1，666

6，683

　　200

　　530

　　820

　　868

　　　120

　　　81

5、087

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
晶　繊用笹リン紙箱入り
　小型15kq
小掌生調髪

コールドショート

長袖ワイシャノ

外食並1皿
184店頭価額

1艇配達料込価額

14現金
12現金
11）㎡

品　　　目

アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
へ一マネ！卜料

7リーニンク

カレーライス

灯　　油

し
油

ガ一
フユキ　

軽
　
　
ス

　
　
ガ

　
　
『
ノ

　
　
ロ

　
　
フ

安　随

　　130

　　168

　　70

　　225

　　252

　　348

　　198

　　185

　　307

　　78

　　183

高　値

　　155

　　228

　　　82

　　258

　　300

　　380

　　204

　　218

　　388

　　148

　　255

対前年同月比

　一　　5

　－　22

　－　　8

　十　11

　－　10

　－　13

　十　24

　一　・9

　－　　5

　－　　7

　－　18

平均価格

　　　147

　　　185

　　　　75

　　　247

　　　280

　　　361

　　　199

　　　197

　　　354

　　　106

　　　214

　規　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1kg
袋入り100g

上臼糖1Lg
上級濃口14ホリ容器入リ

ポリ容器入り700g

カルトン入リソフト2229

紙容器入り1，000cぐ

カルトン入り2259

400枚（200組1紙箱入り

幅30cm、長さ20m

品　　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖
し　ょ　う　ゆ

サラ　ダ油

　
　
　
「

　
　
ン
ヤ

　
　
　
ノ

　
　
　
一

　
　
ペ

　
　
　
ユ

　
　
ζ
／
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イ

　
　
テ

　
　
　
フ

　
　
タ

　
乳

一
／ノガ一マ

　
　
　
　
ノ
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ラ



白石市図書館盈26－3004

★今月の書棚（子ども読書室）

　　全10巻　ポプラ社

1・

転，．．マ・繭繭こ二」一

このシリーズは自分たちの市町村

に合つたテーマの見つけ方、見学先

への問い合わせや調査カードの作り

方、見学中の注意、わかったことの

まとめ方まで「地域学習」のすべて

をわかりやすく解説されています。

新着図書案内（抄）
1，あなただけの観音経　　　阿部慈園ほか著

2，アウシュヴイノツの医師たち・ナチズムと

医学　　　　　　　　　　F・K・カウル著

　　　　　日野秀逸訳3．奥州藤原氏・その光と影　　高橋　富雄著

4，利に惑うは愚かなり・物欲や我執から離れ
こ清貧ヤに生きた人たち　瀬戸内寂聴ほか著

5．旅行用心集・現代訳　　　　八隅　藍苓著

6．新父親の事典　　　　　　平井信義ほか著

7．大黒天信仰と俗信　　　　　　笹間良彦著

8．積木くずし崩壊そして　　　　穂積隆信著

9，絵本の湖・童話の森・心の畑に豊かな芽

を！　　　　　　　　　　　　出雲路猛雄著

10．お年寄りと円満学　　　　　吉沢　　勲著

11．シrレクロードからの博物誌　足田　輝一著

12．食べる緑茶バイブル・ガン・成入病・便秘・

ダイエノトに効果抜群　　　　桑野　和民著

13．宇宙探査・N　A　S　Aリボート　中富信夫著

14．簡単に編めるファミリー二．ノト　講談社

15．子どもの遊び百科　　　　　　池田裕恵編著

16，肴能の見方　　　　白洲正子・吉越立雄著

17，サノカー・Jリークフレイヤーをめざす！
基礎編　　　　日産F，C，横浜マリノス編著

18．さすがと言わせる「乾杯・献杯」のスピー

チ・パターン活用式　　　　　佐野　常夫著
19，田辺聖子珠玉短篇集④　　　田辺　聖子著

図書館利用案内
○開館時間　火～土曜日　9時～17時　　日曜日　10時～16時

○休館日　1月1日（祝～4日欧）、10日（月）、15日（柵、17日（月）、24日（月）、31日（月）

20，「独眼竜」野望の殺人　　　中津　文彦著

21，珈俳を飲みながら　　　日本随筆家協会編

22．剣鬼・佐々木只三郎　　　　峰　隆一郎著

23．中くらいの妻　日本エノセイスト・クラフ編

24．東北線殺人事件　　　　　　津村　秀介著

25，ステノセルのビアノ　　　　五木　寛之著

26．終りの美学　　　　　　　　森　　瑠子著

27．できごころ・男と女の歳時記　村松友硯著

28，汚名の広場　　　　　　　　北方　謙三著

29，アナグマたちと冷たい月上・下

　　　アーロン・7レメント著
　　　　　大橋　悦子訳
30．ハイリスク・禁断のアンソロジー

　　　　W・バロウズほか著
　　　　　山形浩生ほか訳

子どもの本
31．東京ディズニーランド・スーパー百科・新

訂版　　　　　　　　　　　　　　　講談社

32．ホノホーくんのおるすばん

　　ゾンマー・ボーテーンブルグさく
　　　　ささき　たづこ・やく
33，アニマー二・手あそび動物園

　　　マリォ・マリオノティ作
34。　（ディズニーものしりラントID

ミノキーマウスの魚の国たんけん

　　　　　監修・安部義孝
35．　（恐竜博物館1）バロサウルス

　　　ウイリアム・リンセイ・さく

　　　　沢近十九一・やく

豊’　鍍＝　12・26

　　／⑳
羊も禅⑫へG

◎無料送迎バスをこ利用ください

毎週土曜日と日曜日に、無料送迎バスを運行しています。　（1月1日の土曜

日から運行します）どうぞお気軽にご利用ください。

　
鱒

ン
〆

　
〆講

夢

　
⑳

・スパッシュランド行ぎ

白石駅前始発　9：3010：3013：00

白二小前9：3510：3513：05

市役所前9：4010：4013：10
ふれあいの館　9：4510：4513：15

スノマッシュランド着10：05　11：05　13：35

・白石行ぎ

スパソシュランド発12：40　14：00　16：00

ふれあいの館　一　！4：2016：20

臼石駅前着！3：0014：2516125

白二小前一14：3016：30
市役所前一14：3516：35

σ 0

∠腿

◎各種教室開催中ノ

水泳教室（昼のコース・夜のコー

ス）、トレーニング教室、アクアビク

ス教室、エアロビクス教室など各種

教室を開催しています。受講料は無

料、各教室とも送迎バスも用意して

皆様の参加をお侍ちしております。

受講を希望の方は、スパッシュラ

ンドしろいしへお問い合わせくださ

い ⊃

無料送迎バス利用対象者

　　・市民会員

⑥ ⑥

＝籠　　．　　　費26－2453・24－5377

◎・第13回公民館まつり

　　〈文化講演会＞
O日時　2月11日（金〉

　　午後7時～8時30分
○会場　中央公民館大ホール

○講　師　作家　上坂冬子

○演題「人生のドラマ」

公民館まつり

素人力ラオケ大会参加者

募集

㌧麹国齢
　　　紀・

　！翫、　　’　・』　‘
　　　　“・一・一趨締凝一一P』岱
一呂、．・　　　　　『一1一1h補 “一ト「

O日　時　2月13日（日）午前10時～

○場所中央公民館大ホール

○定員20名（定員次第締切り）

○参加費　3，000円

○申し込み方法

1月20日（木）まで参加費と歌う曲目

　（2曲分）を添えて、中央公民館

までお申し込みください。

⇔新春囲碁・将棋大会

中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催いたしま

す。皆さん奮ってご参加ください。

○日時　2月6日（日）

　　午前9時開始
○会場　中央公民館2階講座室

○会　費　一人1，0QO円（昼食代等）

　　※中学生以下は500円
○参加資格　市　民

o試合方法
　囲碁・将棋の部とも段級別によ

るリーグ戦とします。

○申し込み方法

　1月28日㈹までに申込書に会費
を添えて、中央公民館へお申し込

みください。（申込書は中央公民館に

あります）
　　いツヱ　　　　　　ロト
　騨魁舖　　’，つ4
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ー
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◇成人式は
　簡素な服装でノ

今年、市内で大人の仲間入りをす

る新成人は約540人です。これらの

方々の成人式を下記のとおり行いま

すので、簡素な服装でご出席くださ

いの

○日　時　1月15日（土）午前10時

○式　場　中央公民館大ホール

⇔第9回小・中・高校

　仙南かるた競技大会

○日　時　1月8日（土）午前9時

○場所　中央公民館

　　　　　¢

ロロロ

倣諏
－
’

⇔パートタイムで働く

　　ためのガイダンス

パートタイムで働くための知識や

知っておくと便利な制度・法律につ

いてのお話です。あなたも参加しま

せんか。

O日時　1月29日（土）

　　午前10時～ll時30分
○場所白石市働く婦人の家

○定員30名
o参加費無料

o講師
短時間労働雇用管理アドバイザー

社会保険労務士　斎藤幸治郎氏

○申込先

1，財団法人21世紀職業財団宮城事

　矛芳戸斤盈022－219－2020

2．自石市1動く婦人の家留25－5095

1月の休館日

　1～4・9・15・17・23・30日

卸鯖H励ラィン費24．4114

←野菜の出荷順調

今年の冬も暖冬で、雪が少なく野

菜の出荷が順調です。

大根、白菜、キャベツ、ほうれん

草など、秋物野菜は価格も安く取り

引きされています。ねぎ、さといも、

ごぼうなど、昨年の冷夏に影響され

ている物は品薄で、やや高値になっ

ています。

果物は、みかん、りんご、柿など

が出回ってお群）、安定供給ができそ

うです。シクラメンなどの植木類、

切ン）花も出荷されています。特に切

駆）花は一年中出荷されているので、

正月用にご利用ください。

トさけが豊漁

魚介類は、さけが豊漁で生・塩物

などが市場をにぎわせています。也に、

まぐろ、いか、たら、かれい、かに

など豊富に入荷しています。輸入物

では、えび、かに、かずのこなどが、

円高により昨年より安くなっている

ので、お気軽にお近くの魚屋さんで

お買い求めください。

今年も、皆様方の食生活が安定い

たしますよう、市場関係者一同努力

いたしますので、よろしくお願い申

し上げます。

通
安
全
県
一

’　　

宮城県交通安全ポスター・作文コンクール入選者

　〈ポスターの部〉
　教育長賞　　　臼石第二小　太斎　孝幸くん

　〈作文の部〉
　警察本部長賞　　　越河小　高橋奈緒美さん

　交通安全協会長賞　　白川中　大野由起子さん



　輝いています。今のあなた
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仙南地域広域行政事務組合職員を募集します

○職種および採用予定人員

上級（消防）　男若干名

○受験資格

　昭和44年4月2日から昭和47年

4月1日までに生まれた者で、学

校教育法による大学卒業の学歴を

有し（平成6年3月卒業見込みの

者を含む〉、平成6年3月末日普通

自動車以上の運転免許を取得可能

な者。

○試験日時・場所

平成6年1月23日（日）午前10時

仙南地域広域行政事務組合

　　　総合庁舎3階　研修室
o申し込み受付期間

12月6日（月）～平成6年1月10日（月）

○受験手続き　仙南地域広域行政事

務組合総務課から所定の申込用紙

の交付を受けて、所要事項を記入

して提出してください。

※受験内容など詳しくは、仙南地域

　広域行政事務組合総務課姪0224－

52－2628／＼。

ひいてひかれて

第3回市民綱引大会参加チーム募集

歩くスキーの墓礎技術

研修会参加者募集

○日　時　平成6年2月11日（柵

　　　9時開会（8時受付）

o会場白石中学校体育館
○種　目　小学生、中学生、一般の

　　　各男女別とする。

※競技は8名で行う。ただし、小

　学生は10名とする。

〈生涯スポーツ推進事業〉

親子スキー教室募集

○参加資格　白石市に居住又は勤務

する者で、一般社会人及び小中学

生（ただし、小学生は4年生以上）

によって編成されたチーム。

○参加料無料

詳しくは、市教育委員会生涯学習

課費25－2111（内線）413へ。

○日時　1月30日（日〉

o場所　国立南蔵王青少年野営場

○対象学校教職員、社会教育関

係者、一般社会人、大学生

○定員　50人（先着申し込み順）

○参加費　800円喰材料等）

○内容
　・実技1「歩くスキーの基礎技術」

　・実技H「ツアースキーによる自

　　　然観察」
○交通　JR白石駅から貸切りバ

スを運行します。ご利用ください。

○申し込み・問い合わせ先

　1月24日〔月）まで直接野営場に電話

またはファソクスでお申し込みくだ

さい。詳しくは、国立南蔵王青少年

野営場盈24－8126、FAX24－8128

／＼o

冤　／ゆ
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生涯学習ボランティアを募集します
○期　日　1月23日旧）

○場所みやぎ蔵王白石スキー場

○対象市内の小学生の親子
○募集人員　25組（50名）

○参加費　1，500円（バス代、リフト

代、　f呆険代）

O申し込み方法　1月14日まで参加

費を添えて、市教育委員会生涯学

習課倉25－2111（内線）412へ申

し込みください。

○その他

・集合、解散は市役所となります。

・貸しスキー希望の方は、申し込

　みの際に申し出てください。

白石市では「生涯学習ボランティ

ア相談コーナー」の設置準備に向け

て取り組みを始めています。

今年度はそのリストを作成するこ

とになりましたので、多数のグルー

ブ、個人の応募をお侍ちしています。

○対象となるボランティア活動

広く生涯学習に協力できるボラン

ティアグルーブ及び個人

・自分の趣味や技術等を生かす

・野外活動やスポーッ・レクで特技

を生かす

。図書館、公民館等の社会教育施設

で事業に協力できる

。環境美化、自然保護に協力できる

・国際交流・理解推進に協力できる

・青少年の健全育成に協力できる

。伝統文化の継承に協力できる

・地域の文化活動の振興に協力でき

る等

o申し込み・問い合わせ先

　1月17日（月ぼでに市教育委員会生

涯学習課a25－2111（内線）409に

調査票がありますので、記入してお

申し込みください。

※作成したリストは、市内の小・中

学校、公民館、社会教育施設、福祉

施設等に配付して、広く活用しても

らいます、

刈田病院の土曜休診團は1月8日・盟臼です。（ただし、急患は受付します）

短期講座スキー教室受講生募集

スキーを基礎から始めたい人、も

っとじょうずになりたい人は、集ま

ろう！楽しみながら、スキーのテク

ニックをみがこう！

O日時1月30日（日）

　　　8時30分市役所前集合
○場所みやぎ蔵王白石スキー場

○講　師　蔵王スキー協会

○受講料　2，000円（リフト、保険代含む）

○対象
　おおむね30歳までの市内に居住

又は勤務している方20名（初級者

及び中級者）

○申し込み方法

　電話および直接来館のうえ受講

料とともにお申し込みください・

※受付時間は！3時～21時です。

詳しくは勤労青少年ホーム恐25－

3720へお問い合わせください。

女性のための短期講習受講者募集

もう一度働きたいけれど、どうし

たらいいか分からない……

そんなあなた、このセミナーで職

場復帰に必要な知識や情報を習得し

て、自分にあった仕事を探してみま

せんか。

○日程
・ナイスワークセミナー（定員25名）

　2月8日、9日、10日、14日（全

　4回）午前！0時～午後3時

・パートタイム訓練（定員20名）

　2月15日～18日（全4日間）

午前10時～午後4時

○場所白石市働く婦人の家

○受講資格

・公共職業安定所に求人登録をし、

所長から職業訓練受講推薦を受け

た方。

。新たに職業に就こうとする方で簡

易な業務に従事しようとする方。

○受講費用　無料

○申し込み方法

　1目31日（月）までに、公共職業安

定所にある申込書にご記入のうえ、

係員に申し出てください。

○申し込み・問い合わせ先

白石公共職業安定所（白石市銚子

　ケ森37－8）費25－3107にお気軽

　にどうぞ。

郵｛更料金が

　　変わります

手紙・はがき等の郵便料金が1

月24日1月）から変わります。なお、

小包郵便物の料金は変わりません。

詳しくは、郵便局の窓口でおたず

ねください。

○主な新料金

通常はがき　41円→50円

定形郵便物　62円→80円
　（259まで）

定形外郵便物　120円→130円

　（509まで〉

書留料金360円→420円

速達料金210円→270円

介護セミナー講習会の

日程変更について

広報しろいし12月号で、介護セ

ミナー講習会を12月19日（日）に開催

するようお知らせしましたが、諸

般の事情により2月26日（土）に延期

することになりましたので、つつ

しんでお詫びいたします。
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さ
せ
る
市
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
お
願
い
す
る
仕

事
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
．

ご
要
望
を
随
時
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
願
い
す
る
期
間
は
、
今
年
の
四

月
か
ら
再
来
年
三
月
ま
で
の
二
年
間

で
、
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
お
礼
と
し
て

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

応
募
の
資
格
・
方
法
等

o
応
募
資
格
U
満
二
十
歳
以
上
の
市

民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
議
員
と
国
・
地
方

公
共
団
体
・
公
社
等
の
行
政
関
係
者

の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

O
募
集
人
員
阻
三
十
三
人

o
応
募
方
法
ー
記
載
例
に
ょ
り
、
官

製
ハ
ガ
キ
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
市
秘
書
広
報
課
あ
て
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。
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締
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旧

○
選
考
と
そ
の
決
定

　
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
は
、
地
域
．
職

業
・
年
代
・
男
女
別
な
ど
を
参
考
に

決
定
し
ま
す
。
決
定
に
つ
い
て
は
、

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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政
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募
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し
ま
す
。



　　趣色含轡

休日当番医
1月1日

内科　三浦クリニック　費25－6854

外科宮城医院費25－2062
歯科　自石中央歯科医院　盈24－5554

1月2日

内科柿崎医院費25－2210
外科刈田病院費25－2145
歯科吉村歯科医院智26－2118

1月3日

内科海上医院費25－1501
外科加藤医院盈26－2653
歯科　ごとう歯科医院　奮24－2020

1月9日

内科大沼医院a25－2502
外科刈田病院智25－2145
歯科谷津歯科医院費26－3254

1月15日

内科　三浦クリニック　a25－6854

外科宮城医院盈25－2062
歯科亘理歯科医院智26－2563

1月16日

内科刈田病院智25－2145
外科刈田病院費25－2145
歯科　石川歯科医院　費32－2088

1月23日

内科広瀬医院費25－0238
外科加藤医院費26－2653
歯科　岩田歯科医院　費25 2191

1月30日

内科海上医院費25－1501
外科堤　医　院費25－1181
歯科　小野歯科医院　曹25－8007

※都合により変更になる場合があケ）ま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

■人ロ　42，331（前月比）一26　■世帯数

　腔20・761辱21，570書12・328
※住民基本台帳から

11月30日現在

保
　　育園入園児の受付を始めます

　1月6日休）から、4月に保育園に入

園する児童の受付を始めます。入所

を希望される保護者の方は、関係書

類を添えて福祉事務所または各保育

園にお申し込みください。

なお、現在入園中および申請中の

乳幼児についても、新たに申し込み

が必要となります。

○受付期間

　1月6日（木〉～1月21日（金）

平日　午前8時30分～午後5時

※広報しろいし12月号に詳しく掲

　載してあります。

○問い合わせ先　福祉事務所保育係

費25－2111（内線）153へ。

平成6年度償却資産申告は

お早めに

平成6年1月1日現在において、

白石市内に事業の用に供する資産を

所有している方は、償却資産申告書

を提出しなければなりません。（償却

資産を他人に賃貸している方も含む）

○提出期限　平成6年1月31日まで

ですが、早めに提出してください。

※平成5年度償却資産申告書を提出

　された方は、平成5年1月2日か

　ら平成6年1月1日までの間の増

加資産及び減少資産にっいてのみ

申告してください。

※次の方は新たに償却資産申告書を

提出しなければなりません。

　。新たに事業を開始されている方

　・前年度に申告されなかった方

　・すでに申告されている方で申告

　書の訂正を要する方

詳しくは、市税務課固定資産税係

費25－2111（内線）146～！48へ。

白
　　石警察署が移転します

現庁舎は建築後35年を経過し、手

狭で老朽化したため、平成5年1月

から新庁舎の建築工事を進めていま

した。新庁舎は、鉄筋コンクリート

3階建で、建面積450平方メート1レの

至福島
白石バイパス

イ新
庁
舎

広いスマートな建物です。

○業務開始日　1月31日（月）

○場所
　自石市大平森合字清水田4－1

　（大平小学校跡地）

　　↓
　　　　　　　　至大河原
刈田病院

特
　殊学級学習発表会

JR臼石駅

←現庁舎

市内小・中学校特殊学級の児童・

生徒が、いっしょうけんめい練習を

重ねた合唱や合奏、劇の発表会を開

催します。

○日時2月4日（金）9：20～
○場所　中央公民館大ホール

　　　　灘鍵ノーで詣

　∫．．磯L2一　♂　　　　　　　．硬‡配　一巳鐸ヒ・・ら．押

亀○日　時　平成6年1月9日旧）
毒　　　　　午前9時～12時
毒

10日程
1　（1）市内パレード　9時
も
毒　　　（白二小→白石駅前→中町→白一小）

1（2）式典（白一小〉9時4・分

1　（3）一斉放水（白一小校庭）11時
等
毫
彰
藝
毒

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　恥冨
r

　　　廟潴

　　　　　勲　　　罫

蒙、

※消防出初式当日午前7時、市内一斉サイレンの吹鴫、並びに打鐘をし

ます。また、午前11時に一斉放水のため車両のサイレンを吹鴫いたし

ますので、火災等と間違えないようこ注意願います。

第3旧元旦マラソンに

こ参加ください

・期日平成6年1月1日
・コース　益岡公園駐車場→女子高

正門前→沢端川→八幡神社→白高

正門前→益岡公園→益岡公園駐車

場（お城山一周約2．5km）

・スタート午前7時
※タイムを競うものではありません。

どなたでも自由にご参加ください。

・連絡先　白高陸上競技部O　B会

　　　渡辺知治費25－2225まで。

国
　民年金のお知らせ

020歳から国民年金

国内に住む2Q歳～60歳の人で、厚

生年金保険・共済組合に加入してい

ない人は、国民年金に入る義務があ

ります。20歳は国民年金の出発点、

未加入の人は国民年金係で手続きを。

○ご存じですか国民年金基金制度

国民年金基金は、自営業などの方

〔保険料免除者・農業者年金基金加

入者を除く）に、基礎年金の上乗せ

給付を行う新しい制度です。

将来の生活設計に合わせて、年金

額や給付の型が選べます。

市内の交通事故ll／16照爵

仙南圏域

地域づくりフォーラム

○日時　1月27日（木）13＝30～

○場所　白石蔵王パレスホテル

○テーマ　スポーツ活動と地域づくり

○内容（講演会）

村田　兆治氏（野球解説者）

松本　昌三氏（仙台大学教授）

※抽選で20名に村田兆治氏のサイ

　ン入りボールを差し上げます。

○入場料無料
○主催宮城県大河原地方県事務所

数
数
数
故

件
生
者
者
事

発
亡
傷
損

故
事
死
負
物

自動車の検査登録

手続きはお早めに

例年、自動車の検査登録手続き（名

義変更、住所変更、廃車等）をされ

る方が3月下旬に集中します。

　そのため窓口が大変混み合い、申

請される方に長時間（2時間以上）お

待ちいただく結果となっています。

　そこで、3月中旬の早い時期に手

続きを済まされるようお願いします。

○受付時間

平日　午前　8時45分～12時

　　　午後　1時～4時
　（土曜、日曜、祝日は休みです）

○問い合わせ先　東北運輸局宮城陸

運支局登録課智022－235－2511

51｛牛（610｛牛）

0人（2人）市内のシートベルト着用率
20人（162人）　　12月1細14130～14：4586％
32｛牛（462｛牛）　　　　　　　（白石警察署前調査）
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一A
Z
9
仙
南
地
域
ソ
フ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ク
タ
ー
ズ
の

活
動
が
テ
レ
ビ
番
組
と
な
り
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
各
地
で
「
町
お
こ
し
」
「
村
お
こ
し
」
が
叫
ば
れ
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
　
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
A
Z
9
仙
南
地
域
ソ
フ
ト
・
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
9
つ
の
市
と
町
か
地

容
域
全
体
の
独
自
性
確
立
を
願
い
共
同
し
て
文
化
活
動
最
り
組
ん
で
む
、
番
組
で
は
全
国

内
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
こ
う
し
た
地
域
お
こ
し
に
着
目
。
『
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
川
そ

　
　
の
も
の
の
企
画
』
と
い
う
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

組
A
Z
9
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
3
本
柱
で
あ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン

　
　
ト
『
川
学
校
』
、
ス
テ
ー
ジ
『
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ク
タ
ー
ズ
』
の
う
ち
今
回
は
特
に
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ク
タ

番
ー
ズ
の
活
動
を
中
心
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
す
ミ
水
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
演
劇
活
動
を
通
し
て

　
　
小
学
4
年
生
が
成
長
し
て
ゆ
く
姿
、
変
わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
の
姿
が
映
像
と
な
っ
て
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
日
／
仙
台
放
送
　
平
成
6
年
1
月
9
日
㈲
午
後
3
時
～
3
時
5
5
分

⑥お問い合わせ先⑥

仙南地域広域行政事務組合
　　　企画調整課迄
〒989一砲柴田郡大河原町字新青川H

岱0224－52－2628



レ碧水園からイベント情報r
・碧水園舞台開き　1

　　　　　　　　　　　　　　｝　　謡曲・仕舞・長唄・日本舞踊ほか　　　1

　　　　　　　　　　　　　　裏　　日　時　1月9日（日）10時から　　　凄

　　主催白石市伝統芸能振興会　1

・市民茶会r新春茶会』　1

　　お茶券　1，000円

　　日　時　1月9日（日）10時から

　　主催白石茶道会

●碧水園茶会

　　初めての方もぜひどうぞ

　　お茶・菓子代　400円

　　日時1月22日出10時～15時

考ピ，1瑛衛館

　　「くじらのあくび」

　　ハ
　　鰹
　・篭片・

』！裟饗
・
奄
謝

』〆羅　一・ヂ

　　　　　　　　’σ

白石城復一　　・

　「何し啄白石城の木材は檜の

大木。それだけで驚いた。木材
に負けないような仕事をするだ　　　　　 『「　臥　　　信灘

け」と、竹小舞かきをしながら　　　　≧　　　　　　　野

語る左官工事の責任者・門間三

郎（53｝の口ぶりに気負いはない。　　　　　　　　『篇

　　　　　　　　　　　　f上山に生まれ・日本建築の土壁　雲『プ遠・耀買
とのつきあいは26年にもなる。

その聞、山形城東大手門や山形大学工学部という大がかりな復元

を手がけた。

城壁は多くの工程を踏んで仕上げられる。まず最初は「竹小舞

かき」だ。太さ3cm、長いもので3．7mの青竹を、10cm間隔に井桁

に組み、シュロ縄で結んでいく。その結び目の所々に縄を下げる。

こうしてから1回目の土壁塗りに入り、下げた縄の1本を土壁と

一緒に塗り入れる。乾いてきたところで次の塗彫）に入るというよ

うに、5回ほど塗り重ねていくのである。

　「いい仕事をしているかどうかは、土の色を見れば一目で分か

る。いい土は軟らかいときは緑っぽい黄色、乾いてくると焦げ茶

色になってくる。こういう壁は雨水にも強いし、ひびも割れない」

と土のことになると熱が入る。これが職人のこだわりなのだ。

禰

難

　　ち　ひろ
佐藤知斐呂ちゃん（斉川）

亮寿さん、妙子さんの長女

ママからひとこと

やさしい女の子になってネ…

パパからひとこと

知恵のあるかわいい子になア～れ！

6 鯛

市　　長

人権擁護

行　　政

生　　活

税　　務

社会保険

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律

障害．者

青少年

農　　家
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14・25
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毎週月・水・金

リオン
14・26
ニホン

21

14
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　毎週
月・火・木・金
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■
ロ

10：00～12：00

團

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13二〇〇～14100

10：30～11：30

10：00～15：00

市民室　⑧1
第2会議室　　＠2

第2会議室　　曜）2

第2会議室　⑧2

福祉事務所内相談室

　　　　⑧1
第2会議室　　㊧2

第3会議室　＠3

健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　　＠4

電話相談、手話での相談もできます。饗25－2111内線351
　　　　　第3会議室　⑧310：00～15：00

9：00～17＝00

9：00～12：00

青少年相談センター

　　　　⑧4

市民室　⑧1


